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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信を行う端末装置であって、
　一つのサブフレームにおいて、共通の探索領域における物理下りリンク制御チャネルと
、端末固有の探索領域における物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングする制御チ
ャネル処理部を含み、
　前記制御チャネル処理部は、拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのための
サブフレームが設定された場合、前記設定されたサブフレームにおいて、前記共通の探索
領域における物理下りリンク制御チャネルと、端末固有の探索領域における前記拡張物理
下りリンク制御チャネルとをモニタリングし、前記設定されたサブフレーム以外のサブフ
レームにおいて、前記共通の探索領域における物理下りリンク制御チャネルと、前記端末
固有の探索領域における物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングし、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームの設定は、
所定数のサブフレームのうち、いずれのサブフレームを前記拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングの対象とするかを示すビットマップによりなされる、端末装置。
【請求項２】
　前記物理下りリンク制御チャネルは、セル固有参照信号であるＣＲＳの送信に用いられ
る送信ポートを用いて送信され、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、復調用参照信号であるＤＭ－ＲＳの送信に用
いられる送信ポートを用いて送信される、請求項１に記載の端末装置。
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【請求項３】
　端末装置と通信を行う基地局装置であって、
　一つのサブフレームにおいて、共通の探索領域における物理下りリンク制御チャネルと
、端末固有の探索領域における物理下りリンク制御チャネルとを送信する送信部と、
　拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームを設定する上位
層処理部とを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのための前記サブフレームが設定
された場合、前記送信部は、前記設定されたサブフレームにおいて、前記共通の探索領域
における物理下りリンク制御チャネルと、端末固有の探索領域における前記拡張物理下り
リンク制御チャネルとを送信し、前記設定されたサブフレーム以外のサブフレームにおい
て、前記共通の探索領域における物理下りリンク制御チャネルと、前記端末固有の探索領
域における物理下りリンク制御チャネルとを送信し、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームの設定は、
所定数のサブフレームのうち、いずれのサブフレームを前記拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングの対象とするかを示すビットマップによりなされる、基地局装置。
【請求項４】
　前記送信部は、前記物理下りリンク制御チャネルを、セル固有参照信号であるＣＲＳの
送信に用いられる送信ポートを用いて送信し、前記拡張物理下りリンク制御チャネルを、
復調用参照信号であるＤＭ－ＲＳの送信に用いられる送信ポートを用いて送信する、請求
項３に記載の基地局装置。
【請求項５】
　基地局装置と通信を行う端末装置における通信方法であって、
　一つのサブフレームにおいて、共通の探索領域における物理下りリンク制御チャネルと
、端末固有の探索領域における物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングするステッ
プと、
　拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームが設定された場
合、前記設定されたサブフレームにおいて、前記共通の探索領域における物理下りリンク
制御チャネルと、端末固有の探索領域における前記拡張物理下りリンク制御チャネルとを
モニタリングし、前記設定されたサブフレーム以外のサブフレームにおいて、前記共通の
探索領域における物理下りリンク制御チャネルと、前記端末固有の探索領域における物理
下りリンク制御チャネルとをモニタリングするステップとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームの設定は、
所定数のサブフレームのうち、いずれのサブフレームを前記拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングの対象とするかを示すビットマップによりなされる、通信方法。
【請求項６】
　端末装置と通信を行う基地局装置における通信方法であって、
　一つのサブフレームにおいて、共通の探索領域における物理下りリンク制御チャネルと
、端末固有の探索領域における物理下りリンク制御チャネルとを送信するステップと、
　拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングを設定するステップと、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームが設定され
た場合、前記設定されたサブフレームにおいて、前記共通の探索領域における物理下りリ
ンク制御チャネルと、端末固有の探索領域における前記拡張物理下りリンク制御チャネル
とを送信し、前記設定されたサブフレーム以外のサブフレームにおいて、前記共通の探索
領域における物理下りリンク制御チャネルと、前記端末固有の探索領域における物理下り
リンク制御チャネルとを送信するステップとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのモニタリングのためのサブフレームの設定は、
所定数のサブフレームのうち、いずれのサブフレームを前記拡張物理下りリンク制御チャ
ネルのモニタリングの対象とするかを示すビットマップによりなされる、通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(3) JP 5961853 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、端末、基地局、通信システムおよび通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）によるＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＬＴＥ
－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）やＩＥＥＥ（Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）によるＷ
ｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉ
ｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線通信システムでは
、基地局（セル、送信局、送信装置、ｅＮｏｄｅＢ）および端末（移動端末、受信局、移
動局、受信装置、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ））は、複数の送受信アンテナを
それぞれ備え、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕｔ）技術を
用いることにより、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信を実現する。
【０００３】
　その無線通信システムにおいて、基地局と端末とのデータ通信を実現するためには、基
地局は端末に対して様々な制御を行うことが必要である。そのため、基地局は、端末に対
して、所定のリソースを用いて、制御情報を通知することにより、下りリンクおよび上り
リンクにおけるデータ通信を行う。例えば、基地局は、端末に対して、リソースの割り当
て情報、データ信号の変調および符号化情報、データ信号の空間多重数情報、送信電力制
御情報等を通知することにより、データ信号を実現する。そのような制御情報は、非特許
文献１に記載された方法を用いることができる。
【０００４】
　また、下りリンクにおけるＭＩＭＯ技術を用いた通信方法は、様々な方法を用いること
ができ、例えば、同一のリソースを異なる端末に割り当てるマルチユーザＭＩＭＯ方式や
、複数の基地局が互いに協調してデータ通信を行うＣｏＭＰ（Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ　
Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ）方式等を用いることができる。
【０００５】
　図１４は、マルチユーザＭＩＭＯ方式を行う一例を示す図である。図１４では、基地局
１４０１は、下りリンク１４０４を通じて端末１４０２にデータ通信を行い、下りリンク
１４０５を通じて端末１４０３にデータ通信を行う。このとき、端末１４０２および端末
１４０３は、マルチユーザＭＩＭＯによるデータ通信を行う。下りリンク１４０４および
下りリンク１４０５は、周波数方向および時間方向に同一のリソースを用いる。また、下
りリンク１４０４および下りリンク１４０５は、プレコーディング技術等を用い、それぞ
れビームを制御することにより、互いに直交性の維持または同一チャネル干渉の低減を行
う。これにより、基地局１４０１は、端末１４０２および端末１４０３に対して、同一の
リソースを用いたデータ通信を実現できる。
【０００６】
　図１５は、ＣｏＭＰ方式を行う一例を示す図である。図１５では、カバレッジの広いマ
クロ基地局１５０１と、そのマクロ基地局よりもカバレッジの狭いＲＲＨ（Ｒｅｍｏｔｅ
　Ｒａｄｉｏ　Ｈｅａｄ）１５０２によりヘテロジーニアスネットワーク構成を用いた無
線通信システムを構築する場合を示す。ここで、マクロ基地局１５０１のカバレッジは、
ＲＲＨ１５０２のカバレッジの一部または全部を含んで構成する場合を考える。図１５に
示す例では、マクロ基地局１５０１、ＲＲＨ１５０２によりヘテロジーニアスネットワー
ク構成を構築し、互いに協調して、それぞれ下りリンク１５０５および下りリンク１５０
６を通じて、端末１５０４に対するデータ通信を行う。マクロ基地局１５０１は、回線１
５０３を通じてＲＲＨ１５０２と接続しており、ＲＲＨ１５０２と制御信号やデータ信号
を送受信することができる。回線１５０３は、それぞれ光ファイバ等の有線回線やリレー
技術を用いた無線回線を用いることができる。このとき、マクロ基地局１５０１およびＲ
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ＲＨ１５０２がそれぞれ一部または全部が同一の周波数（リソース）を用いることで、マ
クロ基地局１５０１が構築するカバレッジのエリア内の総合的な周波数利用効率（伝送容
量）が向上できる。
【０００７】
　端末１５０４は、基地局１５０１またはＲＲＨ１５０２の付近に位置している場合、基
地局１５０１またはＲＲＨ１５０２とシングルセル通信することができる。さらに、端末
１５０４は、ＲＲＨ１５０２が構築するカバレッジの端付近（セルエッジ）に位置する場
合、マクロ基地局１５０１からの同一チャネル干渉に対する対策が必要になる。マクロ基
地局１５０１とＲＲＨ１５０２とのマルチセル通信（協調通信）として、隣接基地局間で
互いに協調するＣｏＭＰ方式を用いることにより、セルエッジ領域の端末１５０４に対す
る干渉を軽減または抑圧する方法が検討されている。例えば、そのようなＣｏＭＰ方式と
して、非特許文献２に記載された方法が検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙ
ｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１１年３月、３ＧＰＰ　
ＴＳ　３６．２１２　Ｖ１０．１．０　（２０１１－０３）。
【非特許文献２】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；Ｆｕｒｔｈｅｒ　Ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｅ
－ＵＴＲＡ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ａｓｐｅｃｔｓ（Ｒｅｌｅａｓｅ　９）、
２０１０年３月、３ＧＰＰ　ＴＲ　３６．８１４　Ｖ９．０．０　（２０１０－０３）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、マルチユーザＭＩＭＯ方式やＣｏＭＰ方式のようなＭＩＭＯ通信を行う
ことができる無線通信システムにおいて、１つの基地局が提供できる伝送容量が向上する
ため、収容できる端末の数も増加する。そのため、基地局が端末に対して、従来のリソー
スを用いて制御情報を通知する場合、制御情報を割り当てるリソースが不足する場合が生
じることになる。その場合、基地局は、端末に対するデータを効率的に割り当てることが
困難となり、伝送効率の向上が妨げられる要因となる。
【００１０】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局と端末が通信す
る無線通信システムにおいて、基地局が端末に対する制御情報を効率的に通知することが
できる基地局、端末、通信システムおよび通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様によ
る端末は、基地局とＯＦＤＭ通信を行う端末であって、システム情報、ページング、ある
いはランダムアクセス指示に関する制御情報を含むことができる第１の制御チャネルをモ
ニタリングする制御チャネル処理部を有し、前記制御チャネル処理部は、一つのサブフレ
ームにおいて、前記第１の制御チャネルと、前記第１の制御チャネルとは異なる第２の制
御チャネルとの両方をモニタリングすることを特徴とする。
【００１２】
　（２）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記制御チャネル処理
部は、セル固有探索領域における前記第１の制御チャネルと、端末固有探索領域における
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前記第２の制御チャネルとをモニタリングすることを特徴とする。
【００１３】
　（３）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記第１の制御チャネ
ルは、セル固有参照信号と同じ送信ポートに割り当てられ、前記第２の制御チャネルは、
端末固有参照信号と同じ送信ポートに割り当てられることを特徴とする。
【００１４】
　（４）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記第１の制御チャネ
ルは、前記サブフレーム中の前方のＯＦＤＭシンボル上に配置され、前記第２の制御チャ
ネルは、前記第１の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシンボルとは異なるＯＦＤＭシン
ボルに配置されることを特徴とする。
【００１５】
　（５）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記第１の制御チャネ
ルは、アイドル状態およびコネクト状態時に使用可能な制御チャネルであり、前記第２の
制御チャネルは、コネクト状態時にのみ使用可能な制御チャネルであることを特徴とする
。
【００１６】
　（６）また、本発明の一態様による基地局は、前記第１の制御チャネルは、端末とＯＦ
ＤＭ通信を行う基地局であって、一つのサブフレームにおいて、システム情報、ページン
グ、あるいはランダムアクセス指示に関する制御情報を含むことができる第１の制御チャ
ネルと、前記第１の制御チャネルとは異なる第２の制御チャネルとの両方をモニタリング
することを示す設定情報を、前記端末に通知する送信部を有することを特徴とする。
【００１７】
　（７）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記送信部は、前
記第１の制御チャネルを、セル固有参照信号と同じ送信ポートを用いて送信し、前記第２
の制御チャネルを、端末固有参照信号と同じ送信ポートを用いて送信することを特徴とす
る。
【００１８】
　（８）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記送信部は、前
記第１の制御チャネルを、前記サブフレーム中の前方のＯＦＤＭシンボルを介して送信し
、前記第２の制御チャネルは、前記第１の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシンボルと
は異なるＯＦＤＭシンボルを介して送信することを特徴とする。
【００１９】
　（９）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記第１の制御チ
ャネルは、前記端末がアイドル状態およびコネクト状態時に使用可能な制御チャネルであ
り、前記第２の制御チャネルは、前記端末がコネクト状態時にのみ使用可能な制御チャネ
ルであることを特徴とする。
【００２０】
　（１０）また、本発明の一態様による通信システムは、基地局と端末と間でＯＦＤＭ通
信を行うで通信システムあって、前記基地局は、一つのサブフレームにおいて、システム
情報、ページング、あるいはランダムアクセス指示に関する制御情報を含むことができる
第１の制御チャネルと、前記第１の制御チャネルとは異なる第２の制御チャネルとの両方
をモニタリングすることを示す設定情報を、前記端末に通知する送信部を有し、前記端末
は、前記設定情報に基づき、一つのサブフレームにおいて、第１の制御チャネルと第２の
制御チャネルとの両方をモニタリングする制御チャネル処理部を有することを特徴とする
。
【００２１】
　（１１）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局とＯＦＤＭ通信を行う端末に
おける通信方法であって、システム情報、ページング、あるいはランダムアクセス指示に
関する制御情報を含むことができる第１の制御チャネルをモニタリングするステップを有
し、前記ステップは、一つのサブフレームにおいて、前記第１の制御チャネルと、前記第
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１の制御チャネルとは異なる第２の制御チャネルとの両方をモニタリングするステップで
あることを特徴とする。
【００２２】
　（１２）また、本発明の一態様による通信方法は、端末とＯＦＤＭ通信を行う基地局に
おける通信方法であって、一つのサブフレームにおいて、システム情報、ページング、あ
るいはランダムアクセス指示に関する制御情報を含むことができる第１の制御チャネルと
、前記第１の制御チャネルとは異なる第２の制御チャネルとの両方をモニタリングするこ
とを示す設定情報を、前記端末に通知するステップを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　この発明によれば、基地局と端末が通信する無線通信システムにおいて、基地局が端末
に対する制御情報を効率的に通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るデータ伝送を行う通信システムを示す概略図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る基地局１０１の構成を示す概略ブロック図である
。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る端末１０２の構成を示す概略ブロック図である。
【図４】基地局１０１がマッピングする１つのリソースブロックペアの一例を示す図であ
る。
【図５】基地局１０１がマッピングするチャネルの一例を示す図である。
【図６】無線リソースに対する端末固有設定情報を設定するためのフローを示す図である
。
【図７】無線リソースに対する端末固有設定情報の一例を示す図である。
【図８】第２の制御チャネルの端末固有設定情報の一例を示す図である。
【図９】端末１０２における制御チャネルおよびデータチャネルの受信処理のフローを示
す図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションを行うセルの周波数
配置の一例を示す図である。
【図１１】無線リソースに対する端末固有設定情報の別の一例を示す図である。
【図１２】無線リソースに対する端末固有設定情報の別の一例を示す図である。
【図１３】第２の制御チャネルの端末固有設定情報の別の一例を示す図である。
【図１４】マルチユーザＭＩＭＯ方式を行う一例を示す図である。
【図１５】ＣｏＭＰ方式を行う一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。本第１の実施形態における通信シス
テムは、基地局（送信装置、セル、送信点、送信アンテナ群、送信アンテナポート群、コ
ンポーネントキャリア、ｅＮｏｄｅＢ）および端末（端末装置、移動端末、受信点、受信
端末、受信装置、第３の通信装置、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、ＵＥ）を備
える。
【００２６】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係るデータ伝送を行う通信システムを示す概略図で
ある。図１では、基地局１０１は、端末１０２とデータ通信を行うため、下りリンク１０
３を通じて、制御情報および情報データを送信する。
【００２７】
　ここで、制御情報は、誤り訂正符号化処理等が施され、制御チャネルにマッピングされ
る。変調処理が施された制御チャネルは、第１の制御チャネル（第１の物理制御チャネル
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）領域、あるいは第１の制御チャネル領域とは異なる第２の制御チャネル（第２の物理制
御チャネル）領域を介して送受信される。ただし、ここで言う物理制御チャネルは物理チ
ャネルの一種であり、物理フレーム上に規定される制御チャネルである。
【００２８】
　なお、１つの観点から見ると、第１の制御チャネルは、セル固有参照信号と同じ送信ポ
ート（アンテナポート）を用いる物理制御チャネルである。また、第２の制御チャネルは
、端末固有参照信号と同じ送信ポートを用いる物理制御チャネルである。端末１０２は、
第１の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネル（第１の制御チャネル）に対し
て、セル固有参照信号を用いて復調し、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御
チャネル（第２の制御チャネル）に対して、端末固有参照信号を用いて復調する。セル固
有参照信号は、セル内の全端末に共通の参照信号であって、ほぼすべてのリソースに挿入
されているためにいずれの端末も使用可能な参照信号である。このため、第１の制御チャ
ネルは、いずれの端末も復調可能である。一方、端末固有参照信号は、割り当てられたリ
ソースのみに挿入される参照信号であって、データと同じように適応的にビームフォーミ
ング処理を行うことができる。このため、第２の制御チャネルでは、適応的なビームフォ
ーミングの利得を得ることができる。
【００２９】
　また、異なる観点から見ると、第１の制御チャネルは、物理サブフレームの前部に位置
するＯＦＤＭシンボル上の物理制御チャネルであり、これらのＯＦＤＭシンボル上のシス
テム帯域幅（コンポーネントキャリア（ＣＣ；Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ））
全域に配置されうる。また、第２の制御チャネルは、物理サブフレームの第１の制御チャ
ネルよりも後方に位置するＯＦＤＭシンボル上の物理制御チャネルであり、これらのＯＦ
ＤＭシンボル上のシステム帯域幅内のうち、一部の帯域に配置されうる。第１の制御チャ
ネルは、物理サブフレームの前部に位置する制御チャネル専用のＯＦＤＭシンボル上に配
置されるため、物理データチャネル用の後部のＯＦＤＭシンボルよりも前に受信および復
調することができる。また、制御チャネル専用のＯＦＤＭシンボルのみをモニターする端
末も受信することができる。また、ＣＣ全域に拡散されて配置されうるため、セル間干渉
をランダム化することができる。一方、第２の制御チャネルは、通信中の端末が通常受信
する共有チャネル（物理データチャネル）用の後部のＯＦＤＭシンボル上に配置される。
また、周波数分割多重することにより、第２の制御チャネル同士あるいは第２の制御チャ
ネルと物理データチャネルとを直交多重（干渉無しの多重）することができる。
【００３０】
　また、異なる観点から見ると、第１の制御チャネルは、セル固有の物理制御チャネルで
あり、アイドル状態の端末およびコネクト状態の端末の両方が取得できる物理チャネルで
ある。また、第２の制御チャネルは、端末固有の物理制御チャネルであり、コネクト状態
の端末のみが取得できる物理チャネルである。ここで、アイドル状態とは、基地局がＲＲ
Ｃ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の情報を蓄積してない状態（ＲＲ
Ｃ＿ＩＤＬＥ状態）や、移動局が間欠受信（ＤＲＸ）を行っている状態など、直ちにデー
タの送受信を行わない状態である。一方、コネクト状態とは、端末がネットワークの情報
を保持している状態（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態）や、移動局が間欠受信（ＤＲＸ
）を行っていない状態など、直ちにデータの送受信を行うことができる状態である。第１
の制御チャネルは、端末固有のＲＲＣシグナリングに依存せず端末が受信可能なチャネル
である。第２の制御チャネルは、端末固有のＲＲＣシグナリングによって設定されるチャ
ネルであり、端末固有のＲＲＣシグナリングによって端末が受信可能なチャネルである。
すなわち、第１の制御チャネルは、予め限定された設定により、いずれの端末も受信可能
なチャネルであり、第２の制御チャネルは端末固有の設定変更が容易なチャネルである。
【００３１】
　図２は、本発明の第１の実施形態に係る基地局１０１の構成を示す概略ブロック図であ
る。図２において、基地局１０１は、上位レイヤー２０１、データチャネル生成部２０２
、端末固有参照信号多重部２０３、プレコーディング部２０４、セル固有参照信号多重部
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２０５、送信信号生成部２０６、送信部２０７を備えている。
【００３２】
　上位レイヤー２０１は、端末１０２に対する情報データを生成し、データチャネル生成
部２０２に出力する。
【００３３】
　データチャネル生成部２０２は、上位レイヤー２０１が出力した情報データに対して、
適応制御を行い、端末１０２に対するデータチャネルを生成する。具体的には、データチ
ャネル生成部２０２は、誤り訂正符号化を行うための符号化処理、端末１０２に固有のス
クランブル符号を施すためのスクランブル処理、多値変調方式などを用いるための変調処
理、ＭＩＭＯなどの空間多重を行うためのレイヤーマッピング処理などを行う。また、デ
ータチャネル生成部２０２は、後述する第２の制御チャネル領域に制御チャネルをマッピ
ングする場合は、その制御チャネルは、データチャネルに多重される。
【００３４】
　端末固有参照信号多重部２０３は、端末１０２に固有の端末固有参照信号（データチャ
ネル復調用参照信号、ＤＭ－ＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓ
ｉｇｎａｌ）、ＤＲＳ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）、Ｐ
ｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳ、ユーザ固有参照信号、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）を生成し
、データチャネル生成部２０２が生成したデータチャネルにその端末固有参照信号を多重
する。
【００３５】
　プレコーディング部２０４は、端末固有参照信号多重部２０３により出力されたデータ
チャネルおよび端末固有参照信号に対して、端末１０２に固有のプレコーディング処理が
行われる。ここで、プレコーディング処理は、端末１０２が効率よく受信できるように（
例えば、受信電力が最大になるように、または隣接セルからの干渉が小さくなるように、
または隣接セルへの干渉が小さくなるように）、生成する信号に対して位相回転などを行
うことが好ましい。また、予め決められたプレコーディング行列による処理、ＣＤＤ（Ｃ
ｙｃｌｉｃ　Ｄｅｌａｙ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、送信ダイバーシチ（ＳＦＢＣ（Ｓｐａ
ｔｉａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｅ）、ＳＴＢＣ（Ｓｐａｔｉａｌ　
Ｔｉｍｅ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｅ）、ＴＳＴＤ　（Ｔｉｍｅ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）、ＦＳＴＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｗｉｔ
ｃｈｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）など）を用いることができ
るがこれに限るものではない。ここで、ＰＭＩが複数種類に分けられたものがフィードバ
ックされた場合、その複数のＰＭＩを乗算などによる演算を行い、プレコーディング処理
を行うことができる。
【００３６】
　ここで、端末固有参照信号は、基地局１０１と端末１０２で互いに既知の信号を用いる
。さらに、データチャネルおよび端末固有参照信号は、プレコーディング部２０４により
、端末１０２に固有のプレコーディング処理が行われる。そのため、端末１０２がデータ
チャネルを復調するに際し、端末固有参照信号は、下りリンク１０３における伝送路状況
およびプレコーディング部２０４によるプレコーディング重みの等化チャネルを推定する
ことができる。すなわち、基地局１０１は、端末１０２に対して、プレコーディング部２
０４によるプレコーディング重みを通知する必要が無く、プレコーディング処理された信
号を復調することができる。
【００３７】
　セル固有参照信号多重部２０５は、基地局１０１と端末１０２との間の下りリンク１０
３の伝送路状況を測定するために、基地局１０１および端末１０２で互いに既知のセル固
有参照信号（伝送路状況測定用参照信号、ＣＲＳ（Ｃｏｍｍｏｎ　ＲＳ）、Ｃｅｌｌ－ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ、Ｎｏｎ－ｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳ）を生成する。生成されたセル
固有参照信号は、プレコーディング部２０４によりプレコーディング処理されたデータチ
ャネルおよび端末固有参照信号に多重される。
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【００３８】
　ここで、セル固有参照信号は、基地局１０１および端末１０２が共に既知の信号であれ
ば、任意の信号（系列）を用いることができる。例えば、基地局１０１に固有の番号（セ
ルＩＤ）などの予め割り当てられているパラメータに基づいた乱数や疑似雑音系列を用い
ることができる。また、アンテナポート間で直交させる方法として、伝送路状況測定用参
照信号をマッピングするリソースエレメントをアンテナポート間で互いにヌル（ゼロ）と
する方法、疑似雑音系列を用いた符号分割多重する方法、またはそれらを組み合わせた方
法などを用いることができる。なお、伝送路状況測定用参照信号は、全てのサブフレーム
に多重しなくてもよく、一部のサブフレームのみに多重してもよい。
【００３９】
　また、セル固有参照信号は、プレコーディング部２０４によるプレコーディング処理の
後に多重される参照信号である。そのため、端末１０２は、セル固有参照信号を用いて、
基地局１０１と端末１０２との間の下りリンク１０３の伝送路状況を測定することができ
、プレコーディング部２０４によるプレコーディング処理がされていない信号を復調する
ことができる。
【００４０】
　送信信号生成部２０６は、セル固有参照信号多重部２０５が出力した信号を、それぞれ
のアンテナポートのリソースエレメントにマッピング処理を行う。具体的には、送信信号
生成部２０６は、データチャネルは後述する共有チャネル（ＰＤＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）領域にマッピングし、第２の制
御チャネル領域を通じて送信する制御チャネルは第２の制御チャネル領域にマッピングす
る。さらに、送信信号生成部２０６は、後述する第１の制御チャネル（ＰＤＣＣＨ；Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）領域に制御チャネ
ルをマッピングする場合、その制御チャネルをセル固有参照信号多重部２０５が出力した
信号に多重する。ここで、基地局１０１は、第１の制御チャネル領域または第２の制御チ
ャネル領域に、複数の端末宛の制御チャネルをマッピングすることができる。
【００４１】
　送信部２０７は、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ；Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕ
ｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）、ガードインターバルの付加、無線周波数への変換処理
等を行った後、少なくとも１つの送信アンテナ数（送信アンテナポート数）の送信アンテ
ナから送信する。
【００４２】
　図３は、本発明の第１の実施形態に係る端末１０２の構成を示す概略ブロック図である
。図３において、端末１０２は、受信部３０１、受信信号処理部３０２、制御チャネル処
理部３０３、データチャネル処理部３０４、上位レイヤー３０５を備えている。
【００４３】
　受信部３０１は、少なくとも１つの受信アンテナ数（受信アンテナポート数）の受信ア
ンテナにより、基地局１０１が送信した信号を受信し、無線周波数からベースバンド信号
への変換処理、付加されたガードインターバルの除去、高速フーリエ変換（ＦＦＴ；Ｆａ
ｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）などによる時間周波数変換処理を行う。
【００４４】
　受信信号処理部３０２は、基地局１０１でマッピングした信号をデマッピング（分離）
する。具体的には、受信信号処理部３０２は、第１の制御チャネルや第２の制御チャネル
領域にマッピングされた第１の制御チャネルや第２の制御チャネルと、データチャネル領
域にマッピングされたデータチャネルをデマッピングする。
【００４５】
　制御チャネル処理部３０３は、第１の制御チャネル領域または第２の制御チャネル領域
にマッピングされた端末１０２宛の制御チャネルを探索し、検出する。ここで、制御チャ
ネル処理部３０３は、制御チャネルを探索する制御チャネル領域として、第１の制御チャ
ネル領域または第２の制御チャネル領域を設定する。その制御チャネル領域の設定方法は
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、基地局１０１が、端末１０２に対して通知する上位層の制御情報（例えば、ＲＲＣ（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリング）である第２の制御チャネ
ルの端末固有設定情報を通じて、端末１０２に対して第２の制御チャネルを設定するか否
かで決定する。
【００４６】
　すなわち、基地局１０１によって、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が通知され
、第２の制御チャネルが設定される場合、端末１０２は、第２の制御チャネルにマッピン
グされた端末１０２宛の制御チャネルを探索し、検出する。また、基地局１０１によって
、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が通知されず、第２の制御チャネルが設定され
ない場合、端末１０２は、第１の制御チャネルにマッピングされた端末１０２宛の制御チ
ャネルを探索し、検出する。
【００４７】
　ここで、制御チャネル処理部３０３は、第２の制御チャネル領域にマッピングされた端
末１０２宛の制御チャネルを復調する場合、端末固有参照信号を用いる。また、制御チャ
ネル処理部３０３は、第１の制御チャネル領域にマッピングされた端末１０２宛の制御チ
ャネルを復調する場合、セル固有参照信号を用いる。
【００４８】
　また、制御チャネル処理部３０３は、設定された制御チャネル領域の中から端末１０２
宛の制御チャネルを探索し、識別する。具体的には、制御情報の種類、マッピングされる
リソースの位置、マッピングされるリソースの大きさ等に基づいて得られる制御チャネル
の候補の全部または一部を、復調および復号処理を行い、逐次探索する。制御チャネル処
理部３０３は、端末１０２宛の制御情報か否かを判定する方法として、制御情報に付加さ
れる誤り検出符号（例えば、ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ
）符号）を用いる。また、このような探索方法は、ブラインドデコーディングとも呼ばれ
る。
【００４９】
　また、受信信号処理部３０２は、検出された制御チャネルを識別し、デマッピングされ
たデータチャネルに端末１０２宛のデータチャネルが含まれる場合、そのデータチャネル
をデータチャネル処理部３０４に出力する。また、制御情報信号は、端末１０２全体（上
位層も含む）で共有され、データチャネルの復調など、端末１０２における様々な制御に
用いる。
【００５０】
　データチャネル処理部３０４は、入力されたデータチャネルに対して、伝搬路推定処理
、伝搬路補償処理（フィルタ処理）、レイヤーデマッピング処理、復調処理、デスクラン
ブル処理、復号処理などを行い、上位レイヤー３０５に出力する。伝搬路推定処理では、
入力されたデータチャネルに多重された端末固有参照信号に基づいて、各レイヤー（ラン
ク、空間多重）に対する、それぞれのリソースエレメントにおける振幅と位相の変動（周
波数応答、伝達関数）を推定（伝搬路推定）し、伝搬路推定値を求める。なお、端末固有
参照信号がマッピングされていないリソースエレメントは、端末固有参照信号がマッピン
グされたリソースエレメントに基づいて、周波数方向および時間方向に補間し、伝搬路推
定を行う。伝搬路補償処理では、入力されたデータチャネルに対して、推定された伝搬路
推定値を用いて、伝搬路補償を行い、レイヤー毎のデータチャネルを検出（復元）する。
その検出方法としては、ＺＦ（Ｚｅｒｏ　Ｆｏｒｃｉｎｇ）基準やＭＭＳＥ（Ｍｉｎｉｍ
ｕｍ　Ｍｅａｎ　Ｓｑｕａｒｅ　Ｅｒｒｏｒ）基準の等化、干渉除去などを用いることが
できる。レイヤーデマッピング処理では、レイヤー毎の信号をそれぞれのコードワードに
デマッピング処理を行う。以降、コードワード毎に処理を行う。復調処理では、用いた変
調方式に基づいて復調を行う。デスクランブル処理では、用いたスクランブル符号に基づ
いて、デスクランブル処理を行う。復号処理では、施した符号化方法に基づいて、誤り訂
正復号処理を行う。
【００５１】
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　図４は、基地局１０１がマッピングする１つのリソースブロックペアの一例を示す図で
ある。図４は、２つのリソースブロック（リソースブロックペア）を表しており、１つの
リソースブロックは周波数方向に１２のサブキャリアと時間方向に７のＯＦＤＭシンボル
で構成される。１つのＯＦＤＭシンボルのうち、それぞれのサブキャリアをリソースエレ
メントと呼ぶ。リソースブロックペアは周波数方向に並べられ、そのリソースブロックペ
アの数は基地局毎に設定できる。例えば、そのリソースブロックペアの数は６～１１０個
に設定できる。その時の周波数方向の幅は、システム帯域幅と呼ばれる。また、リソース
ブロックペアの時間方向は、サブフレームと呼ばれる。それぞれのサブフレームのうち、
時間方向に前後の７つのＯＦＤＭシンボルをそれぞれスロットとも呼ぶ。また、以下の説
明では、リソースブロックペアは、単にリソースブロックとも呼ばれる。
【００５２】
　網掛けしたリソースエレメントのうち、Ｒ０～Ｒ１は、それぞれアンテナポート０～１
のセル固有参照信号を示す。ここで、図４に示すセル固有参照信号は、２つのアンテナポ
ートの場合であるが、その数を変えることができ、例えば、１つのアンテナポートや４つ
のアンテナポートに対するセル固有参照信号をマッピングすることができる。また、セル
固有参照信号は、最大４つのアンテナポート（アンテナポート０～３）に設定できる。
【００５３】
　網掛けしたリソースエレメントのうち、Ｄ１～Ｄ２は、それぞれＣＤＭ（Ｃｏｄｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）グループ１～ＣＤＭグループ２の端末固有
参照信号を示す。また、ＣＤＭグループ１およびＣＤＭグループ２の端末固有参照信号は
それぞれＷａｌｓｈ符号等の直交符号によりＣＤＭされる。また、ＣＤＭグループ１およ
びＣＤＭグループ２の端末固有参照信号は互いにＦＤＭ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）される。ここで、端末固有参照信号は、そのリソ
ースブロックペアにマッピングする制御チャネルやデータチャネルに応じて、８つのアン
テナポート（アンテナポート７～１４）を用いて、最大８ランクまでマッピングすること
ができる。また、端末固有参照信号は、マッピングするランク数に応じて、ＣＤＭの拡散
符号長やマッピングされるリソースエレメントの数を変えることができる。
【００５４】
　例えば、ランク数が１～２の場合における端末固有参照信号は、アンテナポート７～８
として、２チップの拡散符号長により構成され、ＣＤＭグループ１にマッピングされる。
ランク数が３～４の場合における端末固有参照信号は、アンテナポート７～８に加えて、
アンテナポート９～１０として、２チップの拡散符号長により構成され、ＣＤＭグループ
２にさらにマッピングされる。ランク数が５～８の場合における端末固有参照信号は、ア
ンテナポート７～１４として、４チップの拡散符号長により構成され、ＣＤＭグループ１
およびＣＤＭグループ２にマッピングされる。
【００５５】
　また、端末固有参照信号において、各アンテナポートの直交符号は、スクランブル符号
がさらに重畳される。このスクランブル符号は、基地局１０１から通知されるセルＩＤお
よびスクランブルＩＤに基づいて生成される。例えば、スクランブル符号は、基地局１０
１から通知されるセルＩＤおよびスクランブルＩＤに基づいて生成される擬似雑音系列か
ら生成される。例えば、スクランブルＩＤは、０または１を示す値である。また、用いら
れるスクランブルＩＤおよびアンテナポートは、ジョイントコーディングされ、それらを
示す情報をインデックス化することもできる。
【００５６】
　網掛けしたリソースエレメントのうち、先頭の１～３番目のＯＦＤＭシンボルで構成さ
れる領域には、第１の制御チャネルが配置される領域として設定される。また、第１の制
御チャネルが配置される領域は、サブフレーム毎にそのＯＦＤＭシンボル数を設定するこ
とができる。また、白く塗りつぶされたリソースエレメントは、第２の制御チャネルまた
は共有チャネルが配置される領域を示す。また、第２の制御チャネルまたは共有チャネル
が配置される領域は、リソースブロックペア毎に設定することができる。また、第２の制
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御チャネルにマッピングされる制御チャネルや共有チャネルにマッピングされるデータチ
ャネルのランク数と、第１の制御チャネルにマッピングされる制御信号のランク数は、そ
れぞれ異なって設定されることができる。
【００５７】
　ここで、リソースブロックは、通信システムが用いる周波数帯域幅（システム帯域幅）
に応じて、その数を変えることができる。例えば、６～１１０個のリソースブロックを用
いることができ、その単位をコンポーネントキャリアとも呼ぶ。さらに、基地局は、端末
に対して、周波数アグリゲーションにより、複数のコンポーネントキャリアを設定するこ
ともできる。例えば、基地局は、端末に対して、１つのコンポーネントキャリアは２０Ｍ
Ｈｚで構成し、周波数方向に連続および／または非連続に、５個のコンポーネントキャリ
アを設定し、トータルの通信システムが用いることができる帯域幅を１００ＭＨｚにする
ことができる。
【００５８】
　図５は、基地局１０１がマッピングするチャネルの一例を示す図である。図５は、１２
のリソースブロックペアで構成される周波数帯域をシステム帯域幅とする場合を示す。第
１の制御チャネルであるＰＤＣＣＨは、サブフレームにおける先頭の１～３のＯＦＤＭシ
ンボルに配置される。第１の制御チャネルの周波数方向は、システム帯域幅に渡って配置
される。また、共有チャネルは、サブフレームにおいて、第１の制御チャネル以外のＯＦ
ＤＭシンボルに配置される。
【００５９】
　ここで、ＰＤＣＣＨの構成の詳細について説明する。ＰＤＣＣＨは、複数の制御チャネ
ルエレメント（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）により構成
される。各下りリンクコンポーネントキャリアで用いられるＣＣＥの数は、下りリンクコ
ンポーネントキャリア帯域幅と、ＰＤＣＣＨを構成するＯＦＤＭシンボル数と、通信に用
いる基地局の送信アンテナの数に応じた下りリンク参照信号の送信ポート数に依存する。
ＣＣＥは、複数の下りリンクリソースエレメント（１つのＯＦＤＭシンボルおよび１本の
サブキャリアで規定されるリソース）により構成される。
【００６０】
　基地局と端末との間で用いられるＣＣＥには、ＣＣＥを識別するための番号が付与され
ている。ＣＣＥの番号付けは、予め決められた規則に基づいて行なわれる。ここで、ＣＣ
Ｅ＿ｔは、ＣＣＥ番号ｔのＣＣＥを示す。ＰＤＣＣＨは、複数のＣＣＥからなる集合（Ｃ
ＣＥ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）により構成される。この集合を構成するＣＣＥの数を、
「ＣＣＥ集合レベル」（ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）と称す。ＰＤＣ
ＣＨを構成するＣＣＥ集合レベルは、ＰＤＣＣＨに設定される符号化率、ＰＤＣＣＨに含
められるＤＣＩのビット数に応じて基地局において設定される。なお、端末に対して用い
られる可能性のあるＣＣＥ集合レベルの組み合わせは予め決められている。また、ｎ個の
ＣＣＥからなる集合を、「ＣＣＥ集合レベルｎ」という。
【００６１】
　１個のリソースエレメントグループは周波数領域の隣接する４個の下りリンクリソース
エレメントにより構成される。さらに、１個のＣＣＥは、周波数領域及び時間領域に分散
した９個の異なるリソースエレメントグループにより構成される。具体的には、下りリン
クコンポーネントキャリア全体に対して、番号付けされた全てのリソースエレメントグル
ープに対してブロックインタリーバを用いてリソースエレメントグループ単位でインタリ
ーブが行なわれ、インタリーブ後の番号の連続する９個のリソースエレメントグループに
より１個のＣＣＥが構成される。
【００６２】
　各端末には、ＰＤＣＣＨを検索する領域（探索領域、検索領域）であるＳＳ（Ｓｅａｒ
ｃｈ　Ｓｐａｃｅ）が設定される。ＳＳは、複数のＣＣＥから構成される。ＣＣＥには予
め番号が振られており、番号の連続する複数のＣＣＥからＳＳは構成される。あるＳＳを
構成するＣＣＥ数は予め決められている。各ＣＣＥ集合レベルのＳＳは、複数のＰＤＣＣ



(13) JP 5961853 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

Ｈの候補の集合体により構成される。ＳＳは、構成されるＣＣＥのうち、番号が最も小さ
いＣＣＥの番号がセル内で共通であるセル固有探索領域ＣＳＳ（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ＳＳ）と、番号が最も小さいＣＣＥの番号が端末固有である端末固有探索領域ＵＳ
Ｓ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＳＳ）とに分類される。ＣＳＳには、システム情報あるい
はページングに関する情報など、複数の端末が読む制御情報が割り当てられた（含まれた
）ＰＤＣＣＨ、あるいは下位の送信方式へのフォールバックやランダムアクセスの指示を
示す下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられた（含まれた）ＰＤＣＣＨを配置す
ることができる。
【００６３】
　基地局は、端末において設定されるＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いてＰＤＣＣＨを送
信する。端末は、ＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いて受信信号の復号を行ない、自身宛て
のＰＤＣＣＨを検出するための処理を行なう（ブラインドデコーディングと呼称する）。
端末は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳを設定する。その後、端末は、ＣＣＥ集合レベ
ル毎に異なるＳＳ内の予め決められた組み合わせのＣＣＥを用いてブラインドデコーディ
ングを行なう。言い換えると、端末は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の各ＰＤＣＣ
Ｈの候補に対してブラインドデコーディングを行なう。端末におけるこの一連の処理をＰ
ＤＣＣＨのモニタリングという。
【００６４】
　第２の制御チャネル（Ｘ－ＰＤＣＣＨ、ＰＤＣＣＨ　ｏｎ　ＰＤＳＣＨ、Ｅｘｔｅｎｄ
ｅｄ　ＰＤＣＣＨ）は、第１の制御チャネル以外のＯＦＤＭシンボルに配置される。第２
の制御チャネルと共有チャネルは、異なるリソースブロックに配置される。また、第２の
制御チャネルと共有チャネルが配置されうるリソースブロックは、端末毎に設定される。
また、第２の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、共有チャネ
ルと同様の方法を用いることができる。すなわち、基地局１０１は、第１の制御チャネル
の一部のリソースをＰＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒｍａｔ　
ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ）として設定し、第１の制御チャネルのＯＦＤＭシ
ンボル数を示す情報をマッピングすることで実現できる。
【００６５】
　また、第２の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、予め規定
しておき、例えば、サブフレームにおける先頭の４番目のＯＦＤＭシンボルとすることが
できる。そのとき、第１の制御チャネルのＯＦＤＭシンボルの数が２以下である場合、第
２の制御チャネルが配置されるリソースブロックペアにおける２～３番目のＯＦＤＭシン
ボルは、信号をマッピングせずにヌルとする。なお、ヌルとして設定されたリソースは、
他の制御チャネルやデータチャネルをさらにマッピングすることができる。また、第２の
制御チャネルを構成するＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、上位層の制御情報を通じて
設定されることができる。また、図５に示すサブフレームは時間多重され、第２の制御チ
ャネルはサブフレーム毎に設定できる。
【００６６】
　Ｘ－ＰＤＣＣＨを検索するためのＳＳとして、ＰＤＣＣＨと同様に複数のＣＣＥからＳ
Ｓを構成することができる。すなわち、図５に示した第２の制御チャネルの領域として設
定された領域内の複数リソースエレメントからリソースエレメントグループを構成し、さ
らに複数のリソースエレメントからＣＣＥを構成する。これにより、上記のＰＤＣＣＨの
場合と同様にＸ－ＰＤＣＣＨを検索（モニタリング）するためのＳＳを構成することがで
きる。
【００６７】
　あるいは、Ｘ－ＰＤＣＣＨを検索するためのＳＳとして、ＰＤＣＣＨとは異なり、１つ
以上のリソースブロックからＳＳを構成することができる。すなわち、図５に示した第２
の制御チャネルの領域として設定された領域内のリソースブロックを単位とし、１つ以上
のリソースブロックからなる集合（ＲＢ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）により構成される。
この集合を構成するＲＢの数を、「ＲＢ集合レベル」（ＲＢ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
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ｌｅｖｅｌ）と称す。最も小さいＲＢから番号の連続する複数のＲＢからＳＳは構成され
、番号の連続する１つ以上のＲＢの数は予め決められている。各ＲＢ集合レベルのＳＳは
、複数のＸ－ＰＤＣＣＨの候補の集合体により構成される。
【００６８】
　基地局は、端末において設定されるＳＳ内の１個以上のＲＢを用いてＸ－ＰＤＣＣＨを
送信する。端末は、ＳＳ内の１個以上のＲＢを用いて受信信号の復号を行ない、自身宛て
のＸ－ＰＤＣＣＨを検出するための処理を行なう（ブラインドデコーディングする）。端
末は、ＲＢ集合レベル毎に異なるＳＳを設定する。その後、端末は、ＲＢ集合レベル毎に
異なるＳＳ内の予め決められた組み合わせのＲＢを用いてブラインドデコーディングを行
なう。言い換えると、端末は、ＲＢ集合レベル毎に異なるＳＳ内の各Ｘ－ＰＤＣＣＨの候
補に対してブラインドデコーディングを行なう（Ｘ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする）。
【００６９】
　基地局１０１が端末１０２に対して第２の制御チャネル領域を通じて制御チャネルを通
知する場合、基地局１０１は端末１０２に対して第２の制御チャネルのモニタリングを設
定し、第２の制御チャネル領域に端末１０２に対する制御チャネルをマッピングする。ま
た、基地局１０１が端末１０２に対して第１の制御チャネル領域を通じて制御チャネルを
通知する場合、基地局１０１は端末１０２に対して第２の制御チャネルのモニタリングを
設定せずに、第１の制御チャネル領域に端末１０２に対する制御チャネルをマッピングす
る。
【００７０】
　一方、端末１０２は、基地局１０１によって第２の制御チャネルのモニタリングが設定
された場合、第２の制御チャネル領域における端末１０２宛の制御チャネルをブラインド
デコーディングする。また、端末１０２は、基地局１０１によって第２の制御チャネルの
モニタリングが設定されない場合、第２の制御チャネルにおける端末１０２宛の制御チャ
ネルをブラインドデコーディングしない。
【００７１】
　以下では、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルについて説明する
。第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルは、１つの端末に対する制御
情報毎に処理され、データチャネルと同様に、スクランブル処理、変調処理、レイヤーマ
ッピング処理、プレコーディング処理等が行われる。また、第２の制御チャネル領域にマ
ッピングされる制御チャネルは、端末固有参照信号と共に、端末１０２に固有のプレコー
ディング処理が行われる。そのとき、プレコーディング処理は、端末１０２に好適なプレ
コーディング重みにより行われることが好ましい。
【００７２】
　また、１つ以上のリソースブロックからＳＳを構成する場合、第２の制御チャネル領域
にマッピングされる制御チャネルは、サブフレームにおける前方のスロット（第１のスロ
ット）と後方のスロット（第２のスロット）でそれぞれ異なる制御情報を含めてマッピン
グされることができる。例えば、サブフレームにおける前方のスロットには、基地局１０
１が端末１０２に対して送信する下りリンク共有チャネルにおける割り当て情報（下りリ
ンク割り当て情報）を含む制御チャネルがマッピングされる。また、サブフレームにおけ
る後方のスロットには、端末１０２が基地局１０１に対して送信する上りリンク共有チャ
ネルにおける割り当て情報（上りリンク割り当て情報）を含む制御チャネルがマッピング
される。なお、サブフレームにおける前方のスロットには、基地局１０１が端末１０２に
対する上りリンク割り当て情報を含む制御チャネルがマッピングされ、サブフレームにお
ける後方のスロットには、端末１０２が基地局１０１に対する下りリンク割り当て情報を
含む制御チャネルがマッピングされてもよい。
【００７３】
　また、第２の制御チャネルにおける前方および／または後方のスロットには、端末１０
２または他の端末に対するデータチャネルがマッピングされてもよい。また、第２の制御
チャネルにおける前方および／または後方のスロットには、端末１０２または第２の制御
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チャネルが設定された端末（端末１０２を含む）に対する制御チャネルがマッピングされ
てもよい。
【００７４】
　また、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルには、基地局１０１に
よって、端末固有参照信号が多重される。端末１０２は、第２の制御チャネル領域にマッ
ピングされる制御チャネルを、多重される端末固有参照信号によって復調処理を行う。ま
た、アンテナポート７～１４の一部または全部の端末固有参照信号が用いられる。そのと
き、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルは、複数のアンテナポート
を用いてＭＩＭＯ送信することができる。
【００７５】
　例えば、第２の制御チャネルにおける端末固有参照信号は、予め規定されたアンテナポ
ートおよびスクランブル符号を用いて送信される。具体的には、第２の制御チャネルにお
ける端末固有参照信号は、予め規定されたアンテナポート７およびスクランブルＩＤを用
いて生成される。
【００７６】
　また、例えば、第２の制御チャネルにおける端末固有参照信号は、ＲＲＣシグナリング
またはＰＤＣＣＨシグナリングを通じて通知されるアンテナポートおよびスクランブルＩ
Ｄを用いて生成される。具体的には、第２の制御チャネルにおける端末固有参照信号が用
いるアンテナポートとして、ＲＲＣシグナリングまたはＰＤＣＣＨシグナリングを通じて
、アンテナポート７またはアンテナポート８のいずれかが通知される。第２の制御チャネ
ルにおける端末固有参照信号が用いるスクランブルＩＤとして、ＲＲＣシグナリングまた
はＰＤＣＣＨシグナリングを通じて、０～３のいずれかの値が通知される。
【００７７】
　以下では、基地局１０１が端末１０２に対する第２の制御チャネルの設定方法（第２の
制御チャネル領域の設定方法・第２の制御チャネルのモニタリングの設定方法）の一例と
して、第２の制御チャネル領域の設定および送信モードの設定が、黙示的に第２の制御チ
ャネルのモニタリングの設定を示す。基地局１０１は、端末１０２に対して、上位層の制
御情報を通じて、無線リソースに対する端末固有設定情報（ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅ
ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）を通知することにより、第２の制御チャネルを設定す
る。無線リソースに対する端末固有設定情報は、リソースブロックの設定／変更／解放、
物理チャネルに対する端末固有の設定等を行うために用いられる制御情報である。
【００７８】
　図６は、無線リソースに対する端末固有設定情報を設定するためのフローを示す図であ
る。基地局１０１は、端末１０２に対して、無線リソースに対する端末固有設定情報を通
知する。端末１０２は、基地局１０１からの無線リソースに対する端末固有設定情報に基
づいて、無線リソースに対する端末固有の設定を行い、基地局１０１に対して無線リソー
スに対する端末固有設定情報の設定完了を通知する。
【００７９】
　図７は、無線リソースに対する端末固有設定情報の一例を示す図である。無線リソース
に対する端末固有設定情報は、物理チャネルに対する端末固有設定情報（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）を含んで構成される。物理チャネルに対する端末固
有設定情報は、物理チャネルに対する端末固有の設定を規定する制御情報である。物理チ
ャネルに対する端末固有設定情報は、伝送路状況レポートの設定情報（ＣＱＩ－Ｒｅｐｏ
ｒｔＣｏｎｆｉｇ）、アンテナ情報の端末固有設定情報（ＡｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＤｅｄ
ｉｃａｔｅｄ）、第２の制御チャネルの端末固有設定情報（ＸＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇ
Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）を含んで構成される。伝送路状況レポートの設定情報は、下りリン
ク１０３における伝送路状況をレポートするための設定情報を規定するために用いられる
。アンテナ情報の端末固有設定情報は、基地局１０１における端末固有のアンテナ情報を
規定するために用いられる。第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、第２の制御チャ
ネルの端末固有の設定情報を規定するために用いられる。
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【００８０】
　伝送路状況レポートの設定情報は、非周期的な伝送路状況レポートの設定情報（ｃｑｉ
－ＲｅｐｏｒｔＭｏｄｅＡｐｅｒｉｏｄｉｃ）、周期的な伝送路状況レポートの設定情報
（ＣＱＩ－ＲｅｐｏｒｔＰｅｒｉｏｄｉｃ）を含んで構成される。非周期的な伝送路状況
レポートの設定情報は、上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じて、下りリンク１０３における伝送路
状況を非周期的にレポートするための設定情報である。周期的な伝送路状況レポートの設
定情報は、上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じて、下りリンク１０３における伝送路状況を周期
的にレポートするための設定情報である。
【００８１】
　アンテナ情報の端末固有設定情報は、送信モード（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ
）を含んで構成される。送信モードは、基地局１０１が端末１０２に対して通信する送信
方法を示す情報である。例えば、送信モードは、送信モード１～１０として予め規定され
る。送信モード１はアンテナポート０を用いるシングルアンテナポート送信方式を用いる
送信モードである。送信モード２は送信ダイバーシチ方式を用いる送信モードである。送
信モード３は、循環遅延ダイバーシチ方式を用いる送信モードである。送信モード４は、
閉ループ空間多重方式を用いる送信モードである。送信モード５は、マルチユーザＭＩＭ
Ｏ方式を用いる送信モードである。送信モード６は、シングルアンテナポートを用いる閉
ループ空間多重方式を用いる送信モードである。送信モード７は、アンテナポート５を用
いるシングルアンテナポート送信方式を用いる送信モードである。送信モード８は、アン
テナポート７～８を用いる閉ループ空間多重方式を用いる送信モードである。送信モード
９は、アンテナポート７～１４を用いる閉ループ空間多重方式を用いる送信モードである
。また、送信モード１～９は、第１の送信モードとも呼ばれる。
【００８２】
　送信モード１０は、送信モード１～９とは異なる送信モードとして定義される。例えば
、送信モード１０は、ＣｏＭＰ方式を用いる送信モードとすることができる。ここで、Ｃ
ｏＭＰ方式の導入による拡張は、伝送路状況レポートの最適化や精度の向上（例えば、Ｃ
ｏＭＰ通信時に好適なプレコーディング情報や基地局間の位相差情報等の導入）等を含む
。また、送信モード１０は、送信モード１～９で示す通信方式で実現できるマルチユーザ
ＭＩＭＯ方式を拡張（高度化）した通信方式を用いる送信モードとすることができる。こ
こで、マルチユーザＭＩＭＯ方式の拡張は、伝送路状況のレポートの最適化や精度の向上
（例えば、マルチユーザＭＩＭＯ通信時に好適なＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔ
ｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）情報等の導入）、同一リソースに多重される端末間の直交性の
向上等を含む。
【００８３】
　また、送信モード１０は、送信モード１～９で示した全部または一部の通信方式に加え
て、ＣｏＭＰ方式および／または拡張したマルチユーザＭＩＭＯ方式を用いる送信モード
とすることができる。例えば、送信モード１０は、送信モード９で示した通信方式に加え
て、ＣｏＭＰ方式および／または拡張したマルチユーザＭＩＭＯ方式を用いる送信モード
とすることができる。また、送信モード１０は、複数の伝送路状況測定用の参照信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ；Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－ＲＳ）を設定する
ことができる送信モードとすることができる。また、送信モード１０は、第２の送信モー
ドとも呼ばれる。
【００８４】
　なお、基地局は、複数の送信方式を用いることができる送信モード１０に設定した端末
に対して、データチャネルを送信するに際し、複数の送信方式のいずれかを用いたことを
通知しなくても通信できる。すなわち、端末は、複数の送信方式を用いることができる送
信モード１０に設定されたとしても、データチャネルを受信するに際し、複数の送信方式
のいずれかを用いたことが通知されなくても通信できる。
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【００８５】
　ここで、第２の送信モードは、第２の制御チャネルを設定できる送信モードである。す
なわち、基地局１０１は、端末１０２に対して、第１の送信モードに設定した場合、端末
１０２に対する制御チャネルを第１の制御チャネル領域にマッピングする。また、基地局
１０１は、端末１０２に対して、第２の送信モードに設定した場合、端末１０２に対する
制御チャネルを第１の制御チャネル領域または第２の制御チャネル領域にマッピングする
。一方、端末１０２は、基地局１０１によって、第１の送信モードに設定された場合、第
１の制御チャネルに対してブラインドデコーディングする。また、端末１０２は、基地局
１０１によって、第２の送信モードに設定された場合、第１の制御チャネルおよび第２の
制御チャネルのいずれかに対してブラインドデコーディングする。
【００８６】
　また、端末１０２は、第２の送信モードに設定された場合、基地局１０１によって第２
の制御チャネルの端末固有設定情報が設定されたか否かに基づいて、ブラインドデコーデ
ィングする制御チャネルを切り替える（選択する）。すなわち、端末１０２は、基地局１
０１によって、第２の送信モードに設定され、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が
設定された場合、第１の制御チャネルおよび第２の制御チャネルをブラインドデコーディ
ングする。また、端末１０２は、基地局１０１によって、第２の送信モードに設定され、
第２の制御チャネルの端末固有設定情報が設定されない場合、第１の制御チャネルのみを
ブラインドデコーディングする。
【００８７】
　また、端末１０２は、基地局１０１によって、第２の送信モードに設定され、第２の制
御チャネルの端末固有設定情報が設定された後に、第１の送信モードに設定された場合、
第１の制御チャネルをブラインドデコーディングする。なお、端末１０２は、基地局１０
１によって、第２の送信モードに設定され、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が設
定された後に、一部または全部の第１の送信モードに設定された場合、第１の制御チャネ
ルおよび第２の制御チャネルをブラインドデコーディングするようにしてもよい。
【００８８】
　なお、第２の制御チャネルを設定できる送信モード（第２の送信モード）は、端末固有
参照信号を用いることができる送信モードの一部または全部としてもよく、例えば、送信
モード８～１０であってもよい。また、第１の制御チャネルのみを設定できる送信モード
（第１の送信モード）は、端末固有参照信号を用いることができない送信モードの一部ま
たは全部としてもよく、例えば、送信モード１～７であってもよい。
【００８９】
　図８は、第２の制御チャネルの端末固有設定情報の一例を示す図である。第２の制御チ
ャネルの端末固有設定情報は、第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報（ＸＰＤＣＣ
Ｈ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ－ｒ１１）を含んで構成される。第２の制御チャネル
のサブフレーム設定情報は、第２の制御チャネルを設定するためのサブフレーム情報を規
定するために用いられる。第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報は、サブフレーム
設定パターン（ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＰａｔｔｅｒｎ－ｒ１１）、第２の制御チ
ャネルの設定情報（ｘｐｄｃｃｈ－Ｃｏｎｆｉｇ－ｒ１１）を含んで構成される。
【００９０】
　サブフレーム設定パターンは、第２の制御チャネルを設定するサブフレームを示す情報
である。例えば、サブフレーム設定パターンは、ｎビットのビットマップ形式の情報であ
る。各ビットに示す情報は、第２の制御チャネルとして設定されるサブフレームであるか
否かを示す。すなわち、サブフレーム設定パターンは、ｎ個のサブフレームを周期として
設定できる。そのとき、同期信号や報知チャネル等がマッピングされる所定のサブフレー
ムは除外されることができる。具体的には、それぞれのサブフレームに規定されるサブフ
レーム番号をｎで除算した余りが、サブフレーム設定パターンの各ビットに対応する。例
えば、ｎは８や４０等の値を予め規定しておく。サブフレーム設定パターンのあるサブフ
レームに対する情報が「１」である場合、そのサブフレームは、第２の制御チャネルとし
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て設定される。サブフレーム設定パターンのあるサブフレームに対する情報が「０」であ
る場合、そのサブフレームは、第２の制御チャネルとして設定されない。また、端末１０
２が基地局１０１と同期を取るための同期信号や基地局１０１の制御情報を報知する報知
チャネル等がマッピングされる所定のサブフレームは、第２の制御チャネルとして予め設
定されないようにすることができる。また、サブフレーム設定パターンの別の例では、第
２の制御チャネルとして設定されるサブフレームのパターンが予めインデックス化され、
そのインデックスを示す情報がサブフレーム設定パターンとして規定される。
【００９１】
　第２の制御チャネルの設定情報は、リソース割り当てタイプ（ｒｅｓｏｕｒｃｅＡｌｌ
ｏｃａｔｉｏｎＴｙｐｅ－ｒ１１）、リソース割り当て情報（ｒｅｓｏｕｒｃｅＢｌｏｃ
ｋＡｓｓｉｇｎｍｅｎｔ－ｒ１１）、ＯＦＤＭシンボルのスタート位置（ｘｐｄｃｃｈ－
Ｓｔａｒｔ－ｒ１１）、応答信号の制御情報（ｐｕｃｃｈ－Ｃｏｎｆｉｇ－ｒ１１）を含
んで構成される。
【００９２】
　リソース割り当てタイプは、サブフレーム内において第２の制御チャネルとして設定す
るリソースブロックを指定する情報のフォーマット（タイプ）を示す情報である。また、
リソース割り当て情報は、第２の制御チャネルとして設定するリソースブロックを指定す
る情報であり、リソース割り当てタイプのフォーマットに基づいて規定される。
【００９３】
　例えば、リソース割り当てタイプは、タイプ０～２を規定することができる。リソース
割り当てタイプがタイプ０の場合、リソース割り当て情報は、複数の連続するリソースブ
ロックを単位として規定されるリソースブロックグループ毎に割り当てることができるビ
ットマップ形式の情報である。なお、リソースブロックグループのリソースブロック数は
、システム帯域幅に応じて規定されることができる。リソース割り当てタイプがタイプ１
の場合、リソース割り当て情報は、リソースブロックグループを単位として複数のサブセ
ットに規定されるリソースブロックグループサブセットにおいて、複数のリソースブロッ
クグループサブセット内のリソースブロック毎に割り当てることができるビットマップ形
式の情報である。また、リソース割り当て情報は、選択されるリソースブロックグループ
サブセットを示す情報も含まれる。リソース割り当てタイプがタイプ１の場合、リソース
割り当て情報は、連続するリソースブロックにおいて、割り当てのスタートとなるリソー
スブロックを示す情報と、割り当てるリソースブロック数を示す情報である。
【００９４】
　ＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、サブフレームにおいて、第２の制御チャネルのス
タートとなるＯＦＤＭシンボルの位置を示す情報である。例えば、ＯＦＤＭシンボルのス
タート位置は、１～３のいずれかを示す。なお、図５における説明のように、第２の制御
チャネルのＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、ＰＣＦＩＣＨを通じて識別されるように
してもよい。また、第２の制御チャネルのＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、予め規定
しておくことができ、その場合はＯＦＤＭシンボルのスタート位置を通知しなくてもよい
。
【００９５】
　応答信号の制御情報は、端末１０２が第２の制御チャネルで通知された制御情報によっ
て示されるデータチャネルを正しく受信したか否かを示す応答信号（例えば、ＡＣＫ（Ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）またはＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）等）を通知する上
りリンク制御チャネルのリソース割り当て情報である。
【００９６】
　以上のように、基地局１０１は、端末１０２に対して、第２の制御チャネルを設定する
場合、ＲＲＣシグナリングにより、無線リソースに対する端末固有設定情報に第２の制御
チャネルの端末固有設定情報を含めて通知する。また、基地局１０１は、端末１０２に対
して、設定された第２の制御チャネルを変更する場合、同様にＲＲＣシグナリングにより
、パラメータを変更した第２の制御チャネルの端末固有設定情報を含む無線リソースに対
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する端末固有設定情報を通知する。また、基地局１０１は、端末１０２に対して、設定さ
れた第２の制御チャネルを解放（リリース）する場合、同様にＲＲＣシグナリングにより
通知する。例えば、第２の制御チャネルの端末固有設定情報を含まない無線リソースに対
する端末固有設定情報を通知する。また、第２の制御チャネルの端末固有設定情報を解放
するための制御情報を通知してもよい。
【００９７】
　図９は、端末１０２における制御チャネルおよびデータチャネルの受信処理のフローを
示す図である。ステップＳ１０２において、端末１０２は、ＲＲＣシグナリングにより、
無線リソースに対する端末固有設定情報を受信する。ステップＳ１０３において、端末１
０２は、受信した無線リソースに対する端末固有設定情報の識別を行い、無線リソースに
おける端末固有の設定処理を行う。ステップＳ１０４において、端末１０２は、無線リソ
ースに対する端末固有設定情報に、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が含まれるか
否かを判定する。第２の制御チャネルの端末固有設定情報が含まれる場合、ステップＳ１
０６において、端末１０２は、第２の制御チャネルの端末固有設定情報を識別し、第２の
制御チャネルを設定する。ステップＳ１０７において、端末１０２は、第１の制御チャネ
ル領域および設定された第２の制御チャネル領域において、端末１０２宛の制御チャネル
を探索（ブラインドデコーディング）し、検出する。一方、第２の制御チャネルの端末固
有設定情報が含まれない場合、ステップＳ１０５において、端末１０２は、予め設定され
ている第１の制御チャネルにおいて、端末１０２宛の制御チャネルを探索（ブラインドデ
コーディング）し、検出する。ステップＳ１０８において、端末１０２は、検出された制
御チャネルを識別する。なお、ステップＳ１０８において、端末１０２宛の制御チャネル
が検出できなかった場合は、そのサブフレームに対する受信処理を終了する。ステップＳ
１０９において、端末１０２は、検出された制御チャネルに基づいて、データチャネルを
受信するための設定を行い、データチャネルを受信する。
【００９８】
　以上で説明した方法を用いることにより、基地局１０１は端末１０２に対する制御情報
を効率的に通知することができる。すなわち、基地局１０１は、端末１０２に対して、第
１の制御チャネル領域または第２の制御チャネル領域において、制御チャネルをマッピン
グすることができる。そのため、基地局１０１は、複数の端末に対して通知する制御チャ
ネルを効率的にリソース割り当てのスケジューリングをすることができる。また、端末１
０２は、基地局１０１によって、第１の制御チャネル領域または第２の制御チャネル領域
を通じて、制御チャネルがマッピングされることができる。そのため、端末１０２は、制
御チャネルを探索する候補数を削減でき、効率的な受信処理を行うことができる。
【００９９】
　以上の例では、第１の制御チャネル領域には、送信モード１～１０に設定される端末に
対する制御チャネルがマッピングされ、第２の制御チャネル領域には、送信モード１０に
設定される端末に対する制御チャネルがマッピングされることができる。すなわち、基地
局１０１は、端末１０２に対して設定される送信モードに関わらず、第１の制御チャネル
領域を通じて制御チャネルを通知できる。また、基地局１０１は、端末１０２に対して送
信モード１０を設定する場合に、第２の制御チャネル領域を通じて制御チャネルを通知で
きる。そのため、基地局１０１は、送信モード１０で可能な通信方式を考慮したリソース
割り当てのスケジューリングをすることができる。
【０１００】
　特に、第２の制御チャネルを設定できる送信モード１０では、基地局１０１は、端末１
０２に対して、ＣｏＭＰ通信方式やマルチユーザＭＩＭＯ通信方式等を行うことができる
ため、それらの通信方式を考慮したリソース割り当てのスケジューリングをすることがで
きる。また、基地局１０１は、第１の制御チャネルを全ての端末に設定できるため、送信
モード１０を設定できない端末に対する後方互換性を保つことができる。また、第１の制
御チャネル領域による制御チャネルの通知は、第２の制御チャネルを設定することなく実
現できるため、ＲＲＣシグナリングにおける制御情報のオーバーヘッドを低減できる。
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【０１０１】
　基地局１０１は、第１の制御チャネルのみを用いるか、第２の制御チャネルを用いるか
を切り替えて制御チャネルの通知を行い、端末１０２は、制御チャネルをモニタリングす
る（ブラインドデコーディングする）制御チャネル領域を基地局１０１の指示の下で切り
替える。より具体的には、基地局１０１は、端末１０２宛の制御チャネルの送信に、第２
の制御チャネル領域を用いるか否かを決定し、明示的あるいは黙示的に端末に通知する。
また、基地局１０１は、第２の制御チャネルの設定を端末にシグナリングする。端末１０
２は、第２の制御チャネルを用いる旨の通知を、基地局１０１から明示的あるいは黙示的
に受けた場合、第２の制御チャネルの設定に基づいて、第２の制御チャネルおよび第１の
制御チャネルをモニタリングする。一方、端末１０２は、第２の制御チャネルを用いる旨
の通知を、基地局１０１から明示的あるいは黙示的に受けない場合、第１の制御チャネル
のみをモニタリングする。
【０１０２】
　この制御チャネルの切り替えは、基地局１０１から端末１０２への、第２の制御チャネ
ルを用いるか否かの明示的あるいは黙示的な通知に基づいて制御される。上記の説明では
、基地局１０１から端末１０２に通知される送信モードおよび第２の制御チャネルを設定
するための制御情報に基づいて、黙示的に第２の制御チャネルを用いるか否かを通知する
例について説明したが、これに限るものではない。
【０１０３】
　例えば、予め基地局１０１と端末１０２との間で、第１の送信モードでは第１の制御チ
ャネルのみを用い、第２の送信モードでは第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとを
用いることができるという取り決めをしておく。また、基地局１０１は端末１０２に第２
の制御チャネルの設定情報を通知する。そして、基地局１０１が端末１０２に送信モード
を通知することで、黙示的に第２の制御チャネルを用いるか否かを通知する。基地局１０
１は端末１０２に第２の制御チャネル領域の設定情報を通知し、第２の送信モードを通知
された端末１０２は、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルをモニタリングする。ま
た、第１の送信モードを通知された端末１０２は、第１の制御チャネルのみをモニタリン
グする。すなわち、基地局１０１が端末１０２に通知する送信モードに基づいて、端末１
０２がモニタリングする制御チャネルが黙示的に切り替えられる。
【０１０４】
　また、別の例では、予め基地局１０１と端末１０２との間で、第２の制御チャネルの設
定情報（第２の制御チャネル領域の設定情報など）をＲＲＣシグナリングなどのシグナリ
ングに一度も含まない、あるいは、第２の制御チャネルの設定情報を解放することにより
端末内に第２の制御チャネルの設定情報を設定しない場合は第１の制御チャネルのみを用
い、第２の制御チャネルの設定情報をシグナリングにより通知し、端末内に第２の制御チ
ャネルの設定情報を設定する場合は第２の制御チャネルを用いることができるという取り
決めをしておく。そして、基地局１０１から端末１０２へのシグナリングよりに第２の制
御チャネルの設定情報を設定するか否かで、黙示的に第２の制御チャネルを用いるか否か
を通知する。基地局１０１は端末に第２の制御チャネルの設定情報を設定した場合、端末
１０２は、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルをモニタリングする。また、基地局
は端末に第２の制御チャネルの設定情報を設定しない場合、端末１０２は、第２の制御チ
ャネルをモニタリングせずに第１の制御チャネルのみをモニタリングする。すなわち、基
地局１０１が端末１０２に通知する制御情報である、第２の制御チャネルを設定するため
の設定情報に基づいて、端末１０２がモニタリングする制御チャネルが黙示的に切り替え
られる。
【０１０５】
　また、別の例では、基地局１０１は端末１０２に第２の制御チャネル領域の設定情報を
通知する。また、基地局１０１から端末１０２へ、第２の制御チャネルを用いるか否かを
示す設定情報を明示的にＲＲＣシグナリングなどのシグナリングを介して通知する。第２
の制御チャネルを用いるか否かを示す設定情報が第２の制御チャネルを用いることを示す
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場合、端末１０２は、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルをモニタリングする。ま
た、基地局１０１は端末１０２に第２の制御チャネルを用いるか否かを示す設定情報が第
２の制御チャネルを用いないことを示す場合、端末１０２は、第１の制御チャネルのみを
モニタリングする。また、第２の制御チャネルを用いることを示す設定情報が設定される
か否かによって、端末１０２がモニタリングする制御チャネルを切り替えてもよい。
【０１０６】
　また、別の例では、基地局１０１は端末１０２に第２の制御チャネル領域の設定情報を
通知する。また、基地局１０１から端末１０２へ、第２の制御チャネルの有効／無効を物
理制御情報などのシグナリングを介して通知する。第２の制御チャネルの有効を示す制御
情報が第１の制御チャネルを介して通知された場合、端末１０２は、第１の制御チャネル
のモニタリングに加えて、第２の制御チャネルの有効が通知されたサブフレームから第２
の制御チャネルのモニタリングを開始する。また、第２の制御チャネルの無効が第１の制
御チャネルまたは第２の制御チャネルを介して通知された場合、端末は、第２の制御チャ
ネルの無効が通知されたサブフレームの次のサブフレームから第２の制御チャネルのモニ
タリングを停止する。なお、第２の制御チャネルの有効／無効は、所定の下りリンク制御
情報のコードポイント（制御情報フォーマット内のビット系列が所定のビット系列である
場合に有効であることを示すなど）を用いて示しても良いし、所定の符号でマスキングす
ることにより（所定の符号でマスキングされている場合は有効であることを示すなど）示
してもよい。
【０１０７】
　これらのように、基地局１０１による明示的あるいは黙示的な通知であれば、これに応
じて制御チャネルを切り替えることができる。
【０１０８】
　このように、一つの視点によると、基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制
御チャネルのモニタリング（第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとの両方のモニタ
リング）を設定する。このとき、端末は、１つのサブフレーム中の第１の制御チャネルと
第２の制御チャネルとを両方モニタリングする。すなわち、端末は、１つのサブフレーム
中で、第１の制御チャネルを検索するＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第２の
制御チャネルを検索するＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。
【０１０９】
　このときのＳＳの設定方法あるいはモニタリング方法の例として、下記のような方法の
いずれかを用いることができる。
　　（１）第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が設定され、第
２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される。第２の制御チャネルのモ
ニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チ
ャネルを検索する。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニ
タリングを設定されると、端末はＣＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、端末は第
２のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。言い換えると、基地局から端末への
シグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末は第１の
制御チャネル領域におけるＣＳＳと、第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて
基地局が配置した制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可
能な物理制御チャネル数が増加する。また、ブラインドデコーディング数の増加を抑制す
ることができる。
　　（２）第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が設定され、第
２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される。第２の制御チャネルのモ
ニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チ
ャネルを検索する。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニ
タリングを設定されると、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネル
を検索し、端末は第２のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。言い換えると、
基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定され
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ると、端末は第１の制御チャネル領域におけるＣＳＳと、第１の制御チャネル領域および
第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて基地局が配置した制御チャネルを検索
する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可能な物理制御チャネル数が増加する。
また、セル内の複数の端末で、ＣＳＳを共通にすることができる。
　　（３）第１の制御チャネル領域にはＣＳＳ（第１のＣＳＳ）とＵＳＳ（第１のＵＳＳ
）が設定され、第２の制御チャネル領域にＣＳＳ（第２のＣＳＳ）とＵＳＳ（第２のＵＳ
Ｓ）が設定される。第２の制御チャネルのモニタリングを設定されない場合、端末は第１
のＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索する。基地局から端末へ
のシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末は第１
のＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、端末は第２のＣＳＳ
および第２のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。言い換えると、基地局から
端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末
は第１の制御チャネル領域および第２の制御チャネル領域におけるＣＳＳと、第１の制御
チャネル領域および第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて基地局が配置した
制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可能な物理制御チャ
ネル数が増加する。また、干渉が非常に小さいＣＳＳを利用にすることができる。
【０１１０】
　以上のように、基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタ
リング（第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとの両方のモニタリング）を設定する
。このとき、端末は、１つのサブフレーム中の、少なくとも第１の制御チャネル領域のＣ
ＳＳとモニタリングを設定された第２の制御チャネル領域のＵＳＳとの両方において、基
地局に配置される制御チャネルをモニタリングする。これにより、ＣＳＳに配置されるシ
ステム情報あるいはページングに関する情報など、複数の端末が読む制御情報が割り当て
られた制御チャネルをモニタリングしながら、同時に効率的な第２の制御チャネルを用い
ることが可能となる。
【０１１１】
　また、異なる視点によると、セル固有参照信号と同じ送信ポートを用いる物理制御チャ
ネルと、端末固有参照信号と同じ送信ポートを用いる物理制御チャネルとを切り替える。
これにより、基地局１０１は、端末１０２に対する制御チャネルを、状況に応じてセル固
有参照信号または端末固有参照信号のいずれかによって復調処理をさせることができるた
め、それぞれの参照信号により得られる特性を考慮したリソース割り当てのスケジューリ
ングをすることができる。すなわち、端末が初期アクセスする場合や、基地局に収容され
る端末数が少なくＰＤＣＣＨの容量が逼迫していない場合などは、第１の制御チャネル領
域にマッピングされる制御チャネルを用いることにより、セル固有参照信号により復調処
理が行われ、基地局に収容される端末数が多くなってＰＤＣＣＨの容量が逼迫している場
合などは、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルを用いることにより
、端末固有参照信号により復調処理が行われる。
【０１１２】
　また、特にＣｏＭＰ通信を行う端末では、端末固有参照信号と同じ送信ポートを用いる
物理制御チャネルに切り替える。端末固有参照信号を用いて復調される制御チャネルは、
端末１０２に好適なプレコーディング処理を行うことができるため、端末１０２は、優れ
た伝送特性の伝送チャネルを通じた制御チャネルを受信できる。また、端末固有参照信号
を用いて通知される制御チャネルは、複数の基地局から同一の制御チャネルが送信される
場合でも、それぞれの基地局からの合成された伝送路状況を推定することができる。その
ため、端末１０２は、ＣｏＭＰ通信において、それぞれの基地局の伝送路状況を個別に推
定する必要がなく、効率的に受信処理ができる。また、セル固有参照信号を用いて復調さ
れる制御チャネルは、端末１０２が制御チャネルを復調処理する際に、端末固有参照信号
のような新たなリソースを用いる必要がないため、基地局１０１はオーバーヘッドを増加
することなく、効率的に制御チャネルを通知できる。
【０１１３】
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　なお、この効果を得るためには、第１の制御チャネルを配置するリソース（第１の制御
チャネル領域）と第２の制御チャネルを配置するリソース（第２の制御チャネル領域）と
を異なるようにするという限定は必要ない。例えば、第１の制御チャネルと第２の制御チ
ャネルとが、共にＰＤＳＣＨ領域を用いる場合など、第１の制御チャネルと第２の制御チ
ャネルとが、同じリソースに配置される場合であっても、それぞれの制御チャネルに関連
づけられた送信ポートが、それぞれセル固有参照信号と端末固有参照信号であれば、上記
の効果を奏する。また、この効果を得るためには、第２の制御チャネルは、端末固有の物
理制御チャネルであるという限定は必要ない。例えば、第２の制御チャネルの設定情報を
報知チャネルで報知し、基地局に収容された複数の端末が共有して利用する場合など、第
２の制御チャネルがセル固有の物理制御チャネルである場合であっても、それぞれの制御
チャネルに関連づけられた送信ポートが、それぞれセル固有参照信号と端末固有参照信号
であれば、上記の効果を奏する。なお、この場合の端末固有参照信号は、予め設定された
端末固有参照信号を用いる。
【０１１４】
　また、異なる視点によると、物理サブフレームの前部に位置するＯＦＤＭシンボル上の
ＣＣ全域に配置されうる物理制御チャネルと、この制御チャネルよりも後方に位置するＯ
ＦＤＭシンボル上の一部の帯域に配置されうる物理制御チャネルとを切り替える。これに
より、基地局１０１は、端末１０２に対する制御チャネルを、それぞれのリソースにおけ
る特性を考慮したリソース割り当てのスケジューリング処理をすることができる。すなわ
ち、端末が初期アクセスする場合や、基地局に収容される端末数が少なくＰＤＣＣＨの容
量が逼迫していない場合、あるいは間欠受信している場合などは、物理サブフレームの前
部に位置するＯＦＤＭシンボル上のＣＣ全域に配置されうる物理制御チャネルを用いるこ
とで、セル間干渉をランダム化しつつ、受信電力を低減することができる。また、基地局
に収容される端末数が多くなってＰＤＣＣＨの容量が逼迫している場合や、セル間干渉が
深刻な場合などは、後方に位置するＯＦＤＭシンボル上の一部の帯域に配置されうる物理
制御チャネルを用い、干渉が生じないようにする。
【０１１５】
　なお、この効果を得るためには、第１の制御チャネルをセル固有参照信号と同じ送信ポ
ートを用いる物理制御チャネルとし、第２の制御チャネルを端末固有参照信号と同じ送信
ポートを用いる物理制御チャネルとするという限定は必要ない。例えば、第１の制御チャ
ネルと第２の制御チャネルとが、共にセル固有参照信号と同じ送信ポートを用いる場合な
ど、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとが同じ送信ポートを用いる場合であって
も、それぞれの制御チャネルが、上記のように異なるリソースに配置されれば、上記の効
果を奏する。また、この効果を得るためには、第２の制御チャネルは、端末固有の物理制
御チャネルであるという限定は必要ない。例えば、第２の制御チャネルの設定情報を報知
チャネルで報知し、基地局に収容された複数の端末が共有して利用する場合など、第２の
制御チャネルがセル固有の物理制御チャネルである場合であっても、それぞれの制御チャ
ネルが、上記のように異なるリソースに配置されれば、上記の効果を奏する。
【０１１６】
　また、異なる視点によると、セル固有の物理制御チャネルと、端末固有の物理制御チャ
ネルとを切り替える。これにより、基地局１０１は、端末１０２に対する制御チャネルを
、それぞれの端末の状態（アイドル状態またはコネクト状態など）を考慮したリソース割
り当てのスケジューリング処理をすることができる。すなわち、端末が初期アクセスする
場合や、基地局に収容される端末数が少なくＰＤＣＣＨの容量が逼迫していない場合、あ
るいは間欠受信している場合などは、アイドル状態の端末も受信可能なセル固有の物理制
御チャネルを用い、基地局に収容される端末数が多くなってＰＤＣＣＨの容量が逼迫して
いる場合は、コネクト状態の端末のみが取得できる端末固有の物理制御チャネルを用いる
割合を増加する。
【０１１７】
　特に、制御チャネルの容量の逼迫が深刻な場合は、端末固有制御チャネルに切り替える
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。端末固有制御チャネルは、それぞれの端末に対して固有に設定できるため、基地局１０
１は、セル固有制御チャネルも含めたトータルの制御チャネルのキャパシティを適応的に
制御できる。例えば、基地局１０１は、制御チャネルを通知する端末の数に応じて、適応
的に端末固有制御チャネルを設定／変更／解放する。また、端末固有制御チャネルは、そ
れぞれの端末に対して個別に設定できるため、基地局１０１は、端末固有制御チャネルを
設定／変更／解放する場合でも、対象となる端末のみに対して通知することで実現できる
。また、セル固有制御チャネルによる制御チャネルの通知は、端末固有制御チャネルを設
定することなく実現できるため、ＲＲＣシグナリングにおける制御情報のオーバーヘッド
を低減できる。
【０１１８】
　なお、この効果を得るためには、第１の制御チャネルをセル固有参照信号と同じ送信ポ
ートを用いる物理制御チャネルとし、第２の制御チャネルを端末固有参照信号と同じ送信
ポートを用いる物理制御チャネルとするという限定は必要ない。例えば、第１の制御チャ
ネルと第２の制御チャネルとが、共にセル固有参照信号と同じ送信ポートを用いる場合な
ど、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとが同じ送信ポートを用いる場合であって
も、それぞれの制御チャネルが、それぞれセル固有の物理制御チャネルおよび端末固有の
物理制御チャネルであれば、上記の効果を奏する。また、この効果を得るためには、第１
の制御チャネルを配置するリソースと第２の制御チャネルを配置するリソースとを異なる
ようにするという限定は必要ない。例えば、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルと
が、共にＰＤＳＣＨ領域を用い、第１の制御チャネルが報知チャネルを介して設定される
場合など、第１の制御チャネルと第２の制御チャネルとが、同じリソースに配置される場
合であっても、それぞれの制御チャネルが、それぞれセル固有の物理制御チャネルおよび
端末固有の物理制御チャネルであれば、上記の効果を奏する。
【０１１９】
　なお、以上の説明では、基地局１０１が端末１０２に対して第２の制御チャネルを設定
するための制御情報は、端末１０２に固有の情報である場合を説明したが、それに限定す
るものではない。すなわち、基地局１０１が端末１０２に対して第２の制御チャネルを設
定するための制御情報は、基地局１０１に固有の情報であってもよい。例えば、基地局１
０１は、第２の制御チャネルを設定するための制御情報を、報知制御チャネル（ＢＣＨ；
Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じて、各端末に報知してもよい。これにより
、基地局１０１は、第２の制御チャネルを設定するための制御情報のオーバーヘッドを低
減できる。また、基地局１０１は、第２の制御チャネルを設定するための制御情報を、Ｒ
ＲＣシグナリングを通じて、基地局１０１に固有の情報である無線リソースに対するセル
固有設定情報（ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）の一部として、
各端末に通知してもよい。これにより、基地局１０１は、第２の制御チャネルの設定を端
末毎にスケジューリングする必要がなくなるため、スケジューリング処理の負荷を低減で
きる。
【０１２０】
　なお、以上の説明では、基地局１０１は、端末１０２に対して、第２の制御チャネルの
端末固有設定情報を設定するか否かに基づいて、端末１０２がブラインドデコーディング
する制御チャネルを切り替える方法を説明したが、それに限定するものではない。例えば
、基地局１０１は、端末１０２に対して、第２の制御チャネルを設定するか否かを示す情
報をＲＲＣシグナリングまたはＰＤＣＣＨを通じて通知してもよい。その場合、第２の制
御チャネルを設定するための制御情報は、報知制御チャネルを通じて報知してもよい。ま
た、基地局１０１は、第２の制御チャネルを設定するための制御情報を、ＲＲＣシグナリ
ングを通じて、基地局１０１に固有の情報である無線リソースに対するセル固有設定情報
の一部として、各端末に通知してもよい。これにより、基地局１０１は、端末１０２に対
して、効率的に設定することができる。
【０１２１】
　なお、以上の説明では、基地局１０１は、端末１０２に対して、第２の制御チャネルの
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端末固有設定情報を設定するか否かに基づいて、端末１０２がブラインドデコーディング
する制御チャネルを切り替える方法を説明したが、それに限定するものではない。例えば
、基地局１０１は、第２の制御チャネルを設定するか否かをサブフレーム毎に設定し、そ
れを示すビットマップ形式の情報をＲＲＣシグナリングまたはＰＤＣＣＨを通じて通知し
てもよい。その場合、第２の制御チャネルを設定するための制御情報は、報知制御チャネ
ルを通じて報知してもよい。また、基地局１０１は、第２の制御チャネルを設定するため
の制御情報を、ＲＲＣシグナリングを通じて、基地局１０１に固有の情報である無線リソ
ースに対するセル固有設定情報の一部として、各端末に通知してもよい。これにより、基
地局１０１は、端末１０２に対して、効率的に設定することができる。また、基地局１０
１は、端末１０２に対して、効率的にスケジューリングできる。
【０１２２】
　また、基地局１０１が、ビットマップ形式の情報を用いて、第２の制御チャネルを設定
するか否かをサブフレーム毎に設定する場合、そのサブフレーム毎の設定は、基地局１０
１または他の基地局におけるＡＢＳ（Ａｌｍｏｓｔ　Ｂｌａｎｋ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ）の
設定に基づいて決定されることができる。例えば、基地局１０１に隣接する基地局がＡＢ
Ｓに設定したサブフレームと同時に送信される基地局１０１のサブフレームでは、基地局
１０１は、端末１０２に対して、第１の制御チャネルを設定する。また、基地局１０１に
隣接する基地局がＡＢＳに設定しないサブフレームと同時に送信される基地局１０１のサ
ブフレームでは、基地局１０１は、端末１０２に対して、第２の制御チャネルを設定する
。ここで、ＡＢＳは、共有チャネル、第１の制御チャネル、第２の制御チャネルを含むチ
ャネルに対して、送信電力を低減（無送信も含む）して送信されるサブフレームである。
このＡＢＳを用いることにより、ＡＢＳを設定した基地局に隣接する基地局とデータ通信
を行う端末に対する干渉が低減できる。そのため、基地局間での干渉コーディネーション
（ＩＣＩＣ；Ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉ
ｏｎ）が実現できる。
【０１２３】
　また、端末１０２は、基地局１０１から通知される測定リソース制限パターンに基づい
て、ブラインドデコーディングする制御チャネルを選択してもよい。例えば、測定リソー
ス制限パターンは、サービングセルにおけるＲＲＭ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ）／ＲＬＭ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の測定を制限
する情報、隣接する基地局におけるＲＲＭの測定を制限する情報、サービングセルにおけ
るＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の測定を制限する情
報である。特に、サービングセルにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ）の測定を制限する情報は、端末１０２に対して、２つのサブフレーム
サブセットとして設定される。端末１０２は、そのサブフレームサブセットが示すサブフ
レームにおいて伝送路状況を測定し、周期的または非周期的にレポートを行う。端末１０
２は、さらに、そのサブフレームサブセットに基づいて、ブラインドデコーディングする
制御チャネルを選択してもよい。例えば、端末１０２は、一方のサブフレームサブセット
が示すサブフレームにおいて、第１の制御チャネルをブラインドデコーディングする。ま
た、端末１０２は、もう一方のサブフレームサブセットが示すサブフレームにおいて、第
２の制御チャネルをブラインドデコーディングする。また、２つのサブフレームサブセッ
トと、２つの制御チャネルとのリンクは、予め規定しておくこともできるし、ＲＲＣシグ
ナリングにより設定されることもできる。さらに、第２の制御チャネルをブラインドデコ
ーディングすることを示すサブフレームにおいて、端末１０２は、基地局１０１から第２
の制御チャネルが設定されていない場合、第１の制御チャネルをブラインドデコーディン
グする。
【０１２４】
　（第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。本発明の第２の実施形態における通
信システムは、本発明の第１の実施形態における通信システムと同様に、基地局１０１お
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よび端末１０２を備える。以下では、本発明の第１の実施形態と異なる部分を中心に説明
する。
【０１２５】
　本発明の第２の実施形態における通信システムでは、基地局１０１は、複数のセルを有
し、キャリアアグリゲーションにより、端末１０２に対して、データ通信を行うサービン
グセルを設定することができる。ここで、セルは、コンポーネントキャリア（ＣＣ；Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）とも呼ばれ、それぞれ固有のセルＩＤを設定すること
ができる。
【０１２６】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションを行うセルの周波
数配置の一例を示す図である。図１０では、基地局１０１が、３つのセル（ＣＣ、コンポ
ーネントキャリア）によるキャリアアグリゲーションを行うことができる場合を示してい
る。このとき、キャリアアグリゲーションを行うセルは、周波数方向に連続的および／ま
たは非連続的に配置することができ、各セルのシステム帯域幅は、異なるように設定する
ことができる。
【０１２７】
　また、基地局１０１は、端末１０２に対してキャリアアグリゲーションを設定する場合
、端末１０２に固有にサービングセル（サービングＣＣ）を設定できる。そのとき、基地
局１０１は、端末１０２に対して、サービングセルとして、１つのプライマリーセル（Ｐ
ＣＣ、プライマリーＣＣ、ＰＣｅｌｌ）および１つ以上のセカンダリーセル（ＳＣＣ、セ
カンダリーＣＣ、ＳＣｅｌｌ）を設定できる。
【０１２８】
　ここで、プライマリーセルは、端末１０２においてプライマリー周波数（Ｐｒｉｍａｒ
ｙ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）でデータ通信を行うセルであり、基地局１０１に初期接続処理
または再接続処理を行う。また、プライマリーセルは、他のセル（基地局、ＣＣ）からの
ハンドオーバー処理の中でプライマリーセルとして示されるセルである。また、プライマ
リーセルは、ハンドオーバー処理によって変更することができる。また、プライマリーセ
ルは、上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の送信のために用いられる。
【０１２９】
　ここで、セカンダリーセルは、端末１０２においてセカンダリー周波数（Ｓｅｃｏｎｄ
ａｒｙ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）でデータ通信を行うセルであり、ＲＲＣシグナリングを通
じて、設定（追加／解放／変更も含む）されることができる。例えば、セカンダリーセル
は、ＲＲＣの接続が確立された時点で設定されることができ、追加的な無線リソースを提
供するために用いられることができる。
【０１３０】
　さらに、ＲＲＣシグナリングで設定されたセカンダリーセルは、アクティベーション（
有効、活性化）またはデアクティベーション（無効、非活性化）に設定されることができ
る。ここで、セカンダリーセルにおけるアクティベーションまたはデアクティベーション
は、端末１０２のバッテリー消費を低減するために設定される。端末１０２は、デアクテ
ィベーションに設定されたセカンダリーセルの一部または全部のチャネルを受信しない（
モニタリングしない）。また、セカンダリーセルにおけるアクティベーションまたはデア
クティベーションの設定は、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層に
よるシグナリング（ＭＡＣシグナリング）およびデアクティベーションに対するタイマー
により行われる。すなわち、端末１０２は、ＭＡＣシグナリングを通じて、セカンダリー
セル毎にアクティベーションまたはデアクティベーションを示すビットマップ形式の情報
を通知される。端末１０２は、セカンダリーセルがアクティベーションに設定される場合
、そのセカンダリーセルはアクティベーションされる。また、端末１０２は、セカンダリ
ーセルがデアクティベーションに設定された後、デアクティベーションに対するタイマー
が示す時間までに制御チャネルおよび／またはデータチャネルを受信しない場合、そのセ
カンダリーセルはデアクティベーションされる。また、端末１０２は、セカンダリーセル
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がデアクティベーションに設定された後、デアクティベーションに対するタイマーが示す
時間までに制御チャネルおよび／またはデータチャネルを受信する場合、そのセカンダリ
ーセルはアクティベーションされる。
【０１３１】
　例えば、図１０の例において、基地局１０１は、端末１０２に対して、セル２をプライ
マリーセルとして設定し、セル３をセカンダリーセルとして設定する。さらに、基地局１
０１は、端末１０２に対して、それぞれのセル毎に第２の制御チャネルを設定できる。
【０１３２】
　端末１０２は、基地局１０１によって、プライマリーセルに対して第２の制御チャネル
が設定される場合、そのプライマリーセルにおける第２の制御チャネルをモニタリングす
る。また、基地局１０１によって、プライマリーセルに対して第２の制御チャネルが設定
されない場合、そのプライマリーセルにおける第１の制御チャネルをモニタリングする。
また、端末１０２は、基地局１０１によって、セカンダリーセルがアクティベーションさ
れ、そのセカンダリーセルに対して第２の制御チャネルが設定される場合、そのセカンダ
リーセルにおける第２の制御チャネルをモニタリングする。また、端末１０２は、基地局
１０１によって、セカンダリーセルがアクティベーションされ、そのセカンダリーセルに
対して第２の制御チャネルが設定されない場合、そのセカンダリーセルにおける第１の制
御チャネルをモニタリングする。
【０１３３】
　また、端末１０２は、セカンダリーセルがデアクティベーションに設定される場合、予
め規定された方法または基地局１０１から通知された方法に基づいて処理する。例えば、
端末１０２は、セカンダリーセルがデアクティベーションに設定される場合、第２の制御
チャネルが設定されているか否かに関わらず、そのセカンダリーセルにおける第１の制御
チャネルおよび第２の制御チャネルをモニタリングしない。これにより、端末１０２は、
制御チャネルのモニタリング処理を低減できる。また、別の例では、端末１０２は、セカ
ンダリーセルがデアクティベーションに設定される場合、第２の制御チャネルが設定され
ているか否かに関わらず、そのセカンダリーセルにおける第２の制御チャネルをモニタリ
ングしない。これにより、基地局１０１は、端末１０２に対して、そのセカンダリーセル
を通じて、制御情報を通知できる。また、別の例では、端末１０２は、セカンダリーセル
がデアクティベーションに設定され、第２の制御チャネルが設定されている場合、そのセ
カンダリーセルにおける第２の制御チャネルをモニタリングする。これにより、基地局１
０１は、端末１０２に対して、そのセカンダリーセルを通じて、制御情報を通知できる。
【０１３４】
　また、各セルにおいて、端末１０２が、第１の制御チャネルをモニタリングするか、第
２の制御チャネルをモニタリングするかの切り替えは、本発明の第１の実施形態に記載し
た方法を適用できる。すなわち、端末１０２における制御チャネルの切り替えは、本発明
の第１の実施形態で説明したように、基地局１０１から端末１０２への、第２の制御チャ
ネルを用いるか否かの明示的あるいは黙示的な通知に基づいて制御される。
【０１３５】
　図１１は、無線リソースに対する端末固有設定情報の別の一例を示す図である。図１１
では、基地局１０１が、端末１０２にキャリアアグリゲーションを設定し、端末１０２に
おけるプライマリーセルおよびセカンダリーセルに、第２の制御チャネルを個別に設定す
る場合を示す。図１１に示す例において、無線リソースに対する端末固有設定情報は、第
１の実施形態で説明した物理チャネルに対する端末固有設定情報に加えて、セカンダリー
セルにおける物理チャネルに対する端末固有設定情報（ＰｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤ
ｅｄｉｃａｔｅｄＳＣｅｌｌ－ｒ１１）を含んで構成される。なお、図１１における無線
リソースに対する端末固有設定情報は、プライマリーセルにおける無線リソースに対する
端末固有設定情報とすることができる。
【０１３６】
　物理チャネルに対する端末固有設定情報は、プライマリーセルにおける物理チャネルに
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対する端末固有の設定を規定する制御情報である。セカンダリーセルにおける物理チャネ
ルに対する端末固有設定情報は、セカンダリーセルにおける物理チャネルに対する端末固
有の設定を規定する制御情報である。また、物理チャネルに対する端末固有設定情報およ
びセカンダリーセルにおける物理チャネルに対する端末固有設定情報は、それぞれ第２の
制御チャネルの端末固有設定情報を含んで構成される。
【０１３７】
　図１１における第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、図８で説明した第２の制御
チャネルの端末固有設定情報と同様であり、プライマリーセルおよびセカンダリーセルに
対してそれぞれ独立に設定できる。また、第２の制御チャネルは、プライマリーセルまた
はセカンダリーセルのいずれかに対して設定されることができる。その場合、第２の制御
チャネルが設定されるセルのみにおいて、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が設定
される。
【０１３８】
　図１１に示す方法を用いることにより、基地局１０１は、端末１０２に対して、プライ
マリーセルおよびセカンダリーセルの第２の制御チャネルを効率的に設定することができ
る。また、第２の制御チャネルの端末固有設定情報を含む各セルにおける物理チャネルに
対する端末固有設定情報が、無線リソースに対する端末固有設定情報に含まれるため、基
地局１０１は、端末１０２に対して、下りリンクの伝送路状況や基地局１０１の状況に応
じて、適応的に設定することができる。
【０１３９】
　図１２は、無線リソースに対する端末固有設定情報の別の一例を示す図である。図１２
では、基地局１０１が、端末１０２にキャリアアグリゲーションを設定し、端末１０２に
おけるプライマリーセルおよびセカンダリーセルに、第２の制御チャネルを個別に設定す
る場合を示す。図１２に示す例において、無線リソースに対する端末固有設定情報は、物
理チャネルに対する端末固有設定情報を含んで構成される。物理チャネルに対する端末固
有設定情報は、第１の実施形態で説明した第２の制御チャネルの端末固有設定情報に加え
て、セカンダリーセルにおける第２の制御チャネルの端末固有設定情報（ＸＰＤＣＣＨ－
ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄＳＣｅｌｌ－ｒ１１）を含んで構成される。なお、図１
２における第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、プライマリーセルにおける第２の
制御チャネルの端末固有設定情報とすることができる。
【０１４０】
　第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、プライマリーセルにおける第２の制御チャ
ネルの端末固有の設定情報を規定するために用いられる。セカンダリーセルにおける第２
の制御チャネルの端末固有設定情報は、セカンダリーセルにおける第２の制御チャネルの
端末固有の設定情報を規定するために用いられる。また、第２の制御チャネルの端末固有
設定情報およびセカンダリーセルにおける第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、そ
れぞれ第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報を含んで構成される。
【０１４１】
　図１２における第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報は、図８で説明した第２の
制御チャネルのサブフレーム設定情報と同様であり、プライマリーセルおよびセカンダリ
ーセルに対して独立に設定できる。また、第２の制御チャネルは、プライマリーセルまた
はセカンダリーセルのいずれかに対してそれぞれ設定されることができる。その場合、第
２の制御チャネルが設定されるセルのみにおいて、第２の制御チャネルの端末固有設定情
報または第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報が設定される。
【０１４２】
　図１２に示す方法を用いることにより、基地局１０１は、端末１０２に対して、プライ
マリーセルおよびセカンダリーセルの第２の制御チャネルを効率的に設定することができ
る。また、各セルにおける第２の制御チャネルの端末固有設定情報が、物理チャネルに対
する端末固有設定情報に含まれるため、基地局１０１は、端末１０２に対する制御情報の
オーバーヘッドを低減させつつ、端末１０２に対して、下りリンクの伝送路状況や基地局
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１０１の状況に応じて、適応的に設定することができる。
【０１４３】
　図１３は、第２の制御チャネルの端末固有設定情報の別の一例を示す図である。以下で
は、図８で説明した第２の制御チャネルの端末固有設定情報との相違点を説明する。第２
の制御チャネルの端末固有設定情報に含まれて構成される第２の制御チャネルのサブフレ
ーム設定情報は、割り当てセルＩＤ（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄ－ｒ１１）をさ
らに含んで構成される。
【０１４４】
　割り当てセルＩＤは、第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報により第２の制御チ
ャネルが設定されるセルを示す情報である。また、割り当てセルＩＤは、端末１０２に設
定されたサービングセルまたは基地局１０１がキャリアアグリゲーションとして設定でき
るセルの中から選択される。また、割り当てセルＩＤは、１つまたは複数のセルを設定す
ることができる。複数の割り当てセルＩＤが設定された場合、第２の制御チャネルのサブ
フレーム設定情報の一部または全部は、それぞれのセルに対して、共通の設定情報とする
ことができる。また、複数の割り当てセルＩＤが設定された場合、第２の制御チャネルの
サブフレーム設定情報は、それぞれのセルに対して個別に設定することができる。
【０１４５】
　また、割り当てセルＩＤが示すセルがセカンダリーセルを示し、そのセカンダリーセル
がデアクティベーションに設定される場合、端末１０２は、予め規定された方法または基
地局１０１から通知された方法に基づいて処理する。例えば、端末１０２は、通知された
第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報に関わらず、セカンダリーセルにおける第１
の制御チャネルおよび第２の制御チャネルをモニタリングしない。これにより、端末１０
２は、制御チャネルのモニタリング処理を低減できる。また、別の例では、端末１０２は
、セカンダリーセルに対するデアクティベーションの設定に関わらず、セカンダリーセル
における第１の制御チャネルまたは第２の制御チャネルのいずれかをモニタリングする。
これにより、基地局１０１は、端末１０２に対して、そのセカンダリーセルを通じて、制
御情報を通知できる。
【０１４６】
　また、図１３に示す第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、プライマリーセルおよ
び／またはセカンダリーセルにおける制御情報として、通知され設定されることができる
。なお、図１３に示す第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、１つのセルのみから通
知される場合、プライマリーセルにおける制御情報として、通知され設定されることが好
ましい。
【０１４７】
　図１３に示す方法を用いることにより、基地局１０１は、端末１０２に対して、プライ
マリーセルおよびセカンダリーセルの第２の制御チャネルを効率的に設定することができ
る。また、第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報に割り当てセルＩＤを含めて設定
することにより、基地局１０１は、端末１０２に対する制御情報のオーバーヘッドを低減
させつつ、端末１０２に対して、下りリンクの伝送路状況や基地局１０１の状況に応じて
、適応的に設定することができる。
【０１４８】
　以上で説明した方法を用いることにより、本発明の第１の実施形態で説明した効果に加
えて、基地局１０１は、端末１０２に対して、キャリアアグリゲーションを設定し、プラ
イマリーセルおよび／またはセカンダリーセルに第２の制御チャネルを設定する場合、効
率的に設定することができる。
【０１４９】
　次に、ＰＣｅｌｌおよび／またはＳＣｅｌｌにおけるＳＳと、そこでの検索の例につい
て説明する。ＰＣｅｌｌにはＣＳＳとＵＳＳとが設定される。一方、ＳＣｅｌｌにはＵＳ
Ｓのみが設定される。逆に言えば、ＰＣｅｌｌはＣＳＳを有するセルであり、ＳＣｅｌｌ
はＵＳＳのみを有する（ＣＳＳを有しない）セルであるとも言える。
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【０１５０】
　基地局から端末へのシグナリングにより、いずれかのセルにおける第２の制御チャネル
のモニタリングを設定する。このとき、端末は、１つのサブフレーム中の、少なくともＰ
Ｃｅｌｌにおける第１の制御チャネルと、モニタリングを設定された第２の制御チャネル
とを両方モニタリングする。すなわち、端末は、１つのサブフレーム中で、第１の制御チ
ャネルを検索するＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第２の制御チャネルを検索
するＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。
【０１５１】
　ＰＣｅｌｌにおいて第２の制御チャネルのモニタリングが設定された場合のＳＳの設定
方法あるいはモニタリング方法の例として、下記のような方法のいずれかを用いることが
できる。
　　（１）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が
設定され、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される
。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定される。第２
の制御チャネルのモニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳに
おいて第１の制御チャネルを検索するとともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネ
ルを検索する。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリ
ングを設定されると、端末はＣＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第３のＵＳＳ
において第１の制御チャネルを検索し、第２のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索
する。言い換えると、基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモ
ニタリングを設定されると、端末はＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域におけるＣＳＳ
と、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第１の制御チ
ャネル領域におけるＵＳＳとにおいて、基地局が配置した制御チャネルを検索する。これ
により、１つのサブフレーム内で使用可能な物理制御チャネル数が増加する。また、ブラ
インドデコーディング数の増加を抑制することができる。
　　（２）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が
設定され、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される
。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定される。第２
の制御チャネルのモニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳに
おいて第１の制御チャネルを検索するとともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネ
ルを検索する。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリ
ングを設定されると、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検
索し、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第２のＵＳＳにおいて第２の
制御チャネルを検索する。言い換えると、基地局から端末へのシグナリングにより、第２
の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末はＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル
領域におけるＣＳＳと、ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域および第２の制御チャネル
領域におけるＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて
、基地局が配置した制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブフレーム内で使用
可能な物理制御チャネル数が増加する。また、セル内の複数の端末で、ＣＳＳを共通にす
ることができる。
　　（３）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳ（第１のＣＳＳ）とＵＳＳ（
第１のＵＳＳ）が設定され、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＣＳＳ（第２のＣＳ
Ｓ）とＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域には
ＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定される。第２の制御チャネルのモニタリングを設定されな
い場合、端末は第１のＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索する
ともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索する。基地局から端末へのシグ
ナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末は第１のＣＳ
Ｓおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第３のＵＳＳにおいて第１
の制御チャネルを検索し、第２のＣＳＳおよび第２のＵＳＳにおいて第２の制御チャネル
を検索する。言い換えると、基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネ
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ルのモニタリングを設定されると、端末はＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域および第
２の制御チャネル領域におけるＣＳＳと、ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域および第
２の制御チャネル領域におけるＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域における
ＵＳＳとにおいて、基地局が配置した制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブ
フレーム内で使用可能な物理制御チャネル数が増加する。また、干渉が非常に小さいＣＳ
Ｓを利用にすることができる。
【０１５２】
　次に、ＳＣｅｌｌにおいて第２の制御チャネルのモニタリングが設定された場合のＳＳ
の設定方法あるいはモニタリング方法の例として、下記のような方法のいずれかを用いる
ことができる。
　　（４）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が
設定される。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定さ
れ、ＳＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第４のＵＳＳ）が設定される。第２
の制御チャネルのモニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳに
おいて第１の制御チャネルを検索するとともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネ
ルを検索する。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリ
ングを設定されると、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検
索し、第４のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。言い換えると、基地局から
端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末
はＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域におけるＣＳＳおよびＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第
２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて、基地局が配置した制御チャネルを検索
する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可能な物理制御チャネル数が増加する。
また、ブラインドデコーディング数の増加を抑制することができる。
　　（５）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が
設定される。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定さ
れ、ＳＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第４のＵＳＳ）が設定される。第２
の制御チャネルのモニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳに
おいて第１の制御チャネルを検索するとともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネ
ルを検索する。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリ
ングを設定されると、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検
索し、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第４のＵＳＳにおいて第２の
制御チャネルを検索する。言い換えると、基地局から端末へのシグナリングにより、第２
の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末はＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル
領域におけるＣＳＳおよびＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域におけるＵＳ
Ｓと、ＳＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて、基地局が配置し
た制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可能な物理制御チ
ャネル数が増加する。また、セル内の複数の端末で、ＣＳＳを共通にすることができる。
【０１５３】
　次に、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌの両方において第２の制御チャネルのモニタリングが設
定された場合のＳＳの設定方法あるいはモニタリング方法の例として、下記のような方法
のいずれかを用いることができる。
　　（６）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が
設定され、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される
。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定され、ＳＣｅ
ｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第４のＵＳＳ）が設定される。第２の制御チャ
ネルのモニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１
の制御チャネルを検索するとともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索す
る。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定
されると、端末はＣＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第２のＵＳＳおよび第４
のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。言い換えると、基地局から端末へのシ
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グナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると、端末はＰＣｅｌ
ｌの第１の制御チャネル領域におけるＣＳＳと、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域に
おけるＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて、基地
局が配置した制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可能な
物理制御チャネル数が増加する。また、ブラインドデコーディング数の増加を抑制するこ
とができる。
　　（７）ＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＣＳＳとＵＳＳ（第１のＵＳＳ）が
設定され、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第２のＵＳＳ）が設定される
。ＳＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域にはＵＳＳ（第３のＵＳＳ）が設定され、ＳＣｅ
ｌｌの第２の制御チャネル領域にＵＳＳ（第４のＵＳＳ）が設定される。第２の制御チャ
ネルのモニタリングを設定されない場合、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１
の制御チャネルを検索するとともに、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索す
る。基地局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定
されると、端末はＣＳＳおよび第１のＵＳＳにおいて第１の制御チャネルを検索し、第２
のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索し、第３のＵＳＳにおいて第１の制御チャネ
ルを検索し、第４のＵＳＳにおいて第２の制御チャネルを検索する。言い換えると、基地
局から端末へのシグナリングにより、第２の制御チャネルのモニタリングを設定されると
、端末はＰＣｅｌｌの第１の制御チャネル領域におけるＣＳＳおよびＵＳＳと、ＳＣｅｌ
ｌの第１の制御チャネル領域におけるＵＳＳと、ＰＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域に
おけるＵＳＳと、ＳＣｅｌｌの第２の制御チャネル領域におけるＵＳＳとにおいて、基地
局が配置した制御チャネルを検索する。これにより、１つのサブフレーム内で使用可能な
物理制御チャネル数が増加する。また、セル内の複数の端末で、ＣＳＳを共通にすること
ができる。
【０１５４】
　以上のように、基地局から端末へのシグナリングにより、いずれかのセルにおける第２
の制御チャネルのモニタリングを設定する。このとき、端末は、１つのサブフレーム中の
、少なくともＰＣｅｌｌにおける第１の制御チャネル領域のＣＳＳとモニタリングを設定
された第２の制御チャネル領域のＵＳＳとの両方において、基地局に配置される制御チャ
ネルをモニタリングする。これにより、ＣＳＳに配置されるシステム情報あるいはページ
ングに関する情報など、複数の端末が読む制御情報が割り当てられた制御チャネルをモニ
タリングしながら、同時に効率的な第２の制御チャネルを用いることが可能となる。
【０１５５】
　なお、以上の説明では、プライマリーセルおよびセカンダリーセルに対して第２の制御
チャネルを設定するために、それぞれのセルに対する制御情報を設定する場合を説明した
が、それに限定するものではない。すなわち、プライマリーセルに対する制御情報は、本
発明の第１の実施形態で説明した制御情報を設定し、セカンダリーセルに対して第２の制
御チャネルを設定する場合、本発明の第１の実施形態で説明したセカンダリーセルに対す
る制御情報をさらに追加して設定することでもよい。また、上記の例では、ＳＣｅｌｌが
一つである場合について主に説明したが、複数のＳＣｅｌｌがある場合にも同様に適用す
ることができる。
【０１５６】
　あるいは、上記の説明では、ＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌの両方に対して第２の制御チ
ャネルを設定することが可能である場合について説明したが、これに限るものではない。
例えば、第２の制御チャネル領域をＰＣｅｌｌのみに設定可能とすることもできる。この
場合、第２の制御チャネル領域の設定およびモニタリングの設定は、ＰＣｅｌｌにおける
第２の制御チャネルの設定であることを示す。これにより、シグナリングの複雑性を軽減
することができる。
【０１５７】
　なお、上記各実施形態では、データチャネル、制御チャネル、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ
および参照信号のマッピング単位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、
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時間方向の送信単位としてサブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限る
ものではない。任意の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用
いても、同様の効果を得ることができる。なお、上記各実施形態では、プレコーディング
処理されたＲＳを用いて復調する場合について説明し、プレコーディング処理されたＲＳ
に対応するポートとして、ＭＩＭＯのレイヤーと等価であるポートを用いて説明したが、
これに限るものではない。この他にも、互いに異なる参照信号に対応するポートに対して
、本発明を適用することにより、同様の効果を得ることができる。例えば、Ｐｒｅｃｏｄ
ｅｄ　ＲＳではなくＵｎｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳを用い、ポートとしては、プリコーディ
ング処理後の出力端と等価であるポートあるいは物理アンテナ（あるいは物理アンテナの
組み合わせ）と等価であるポートを用いることができる。
【０１５８】
　本発明に関わる基地局１０１および端末１０２で動作するプログラムは、本発明に関わ
る上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータ
を機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理
時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体
としては、半導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例え
ば、ＤＶＤ、ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキ
シブルディスク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行する
ことにより、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に
基づき、オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同し
て処理することにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０１５９】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局１０１および端末１０２の一部、または全部を典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局１０１および端末１０２の各
機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化して
もよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実
現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現
した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１６０】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１６１】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【０１６２】
１０１、１４０１　基地局
１０２、１４０２、１４０３、１５０４　端末
１０３、１４０４、１４０５、１５０５、１５０６　下りリンク
２０１、３０５　上位レイヤー
２０２　データチャネル生成部
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２０３　端末固有参照信号多重部
２０４　プレコーディング部
２０５　セル固有参照信号多重部
２０６　送信信号生成部
２０７　送信部
３０１　受信部
３０２　受信信号処理部
３０３　制御チャネル処理部
３０４　データチャネル処理部
１５０１　マクロ基地局
１５０２　ＲＲＨ
１５０３　回線

【図１】 【図２】
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